
平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 1

単位施策名称 1 地域福祉ネットワークの充実

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 438 441 444 447 450

実績値 434 377 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 323,300 0 0 0 0

うち、一般財源額 62,701 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 完了 - - - -

実績値 - 完了 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 30,132 0 0 0 0

うち、一般財源額 188 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

地域で共に支え合う福祉の充実

施策の方向性

●福祉コミュニティの形成支援と地域福祉サービスに関する情報発信を積極的に行います。

●誰もが暮らしやすいユニバーサルデザインに配慮した生活環境づくりに取り組みます。

福祉保健部

1 地域福祉ボランティア登録者数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 ふれあい福祉センター改修等事業 太陽光発電設置

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 44,602 0 0 0 0

うち、一般財源額 38,300 0 0 0 0

事業費 224,127 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 24,439 0 0 0 0

うち、一般財源額 24,213 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

ふれあい福祉センター改修等事業 1 達成 高 低 事業完了

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 ふれあい福祉センター改修等事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き、社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会への補助金を通じて地域福祉コミュニティの形成支援を行います。

社会福祉協議会のボランティア協議会においては、高齢化による登録人数の減少に歯止めをかけるため、新規登録者の増

員募集に力を入れます。

(仮)府中町福祉ボランティア制度の開始により、有償ボランティアという新しい形を取り入れることにより、ボランティ

ア登録者のすそ野を広げていきます。

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 社会福祉総務一般事務事業 千円

2 臨時福祉給付金事業 千円

千円

3 ふれあい福祉センター維持管理事業 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

福祉保健部長　山西　仁子

目標値は、府中町社会福祉協議会のボランティア協議会の策定時の登録人数に3～4人ずつ増加する試算で設定していましたが、ボランティア登録者については、ほとんどが60歳以上であるため、高齢

化し、登録者自身が施設入所したり、介護に携わったりして、活動ができなくなり、登録人数が減少していったためです。

現在の方向性で施策を継続するものの、福祉コミュニティの形成に必要なボランティア活動の促進に向け、対応方針に沿った事業を展開します。

事業を完了することとします。事業完了



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 1 地域で共に支え合う福祉の充実

単位施策 1 地域福祉ネットワークの充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

ふれあい福祉センター改修等事業 111101

福祉保健部 福祉課

地域福祉の拠点機能を強化するため、府中町ふれあい福祉センターに太陽光発電を設置しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

29,944 0 0 0 0

事

業

費

30,132 0 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

188 0 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

太陽光発電設置 ％

完了 - - - -

完了 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業完了

0

福祉課長　倉﨑　誠一郎

今後の方向性 事業完了

事業を完了することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 1

単位施策名称 2 生活支援の充実

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 9 10 11 12 12

実績値 8 16 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 885,949 0 0 0 0

うち、一般財源額 171,708 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 125 130 135 140 145

実績値 120 95 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

地域で共に支え合う福祉の充実

施策の方向性

●生活保護世帯に対して、各種の福祉施策の提供により、被保護者の自立を図ります。

●生活困窮者の早期支援により、生活保護を受けなくても、自立が出来るよう福祉の充実を図ります。

福祉保健部

1 就労による自立者の数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 生活困窮者自立支援事業 相談者数

人

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 13,516 0 0 0 0

うち、一般財源額 9,132 0 0 0 0

事業費 856,714 0 0 0 0

うち、一般財源額 146,857 0 0 0 0

事業費 15,719 0 0 0 0

うち、一般財源額 15,719 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

生活困窮者自立支援事業 1 未達成 高 高 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 生活困窮者自立支援事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 福祉事務所一般事務事業 千円

2 福祉事務所（生活保護給付）事業 千円

千円

3 水道料金助成事業 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

福祉保健部長　山西　仁子

生活困窮者等の自立・就労に向けた支援サービスを提供するため、支援事業の拡充及び支援体

制の強化を検討する必要があります。

未達成の事務事業に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 1 地域で共に支え合う福祉の充実

単位施策 2 生活支援の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

生活困窮者自立支援事業 112101

福祉保健部 福祉課

生活保護に至る前の段階の自立支援強化を図るため、生活困窮者に対し自立相談支援事業を実施し、生

活困窮者が抱える多様で複合的な問題について、相談内容に応じた必要な情報提供及び助言を行い、生

活困窮者の自立を図るための支援を行いました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

13,119 13,119

0 0 0 0 0

事

業

費

0 1,616 19,078 19,078 19,078

財

源

内

訳

0 1,119 13,119

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 497 5,959 5,959 5,959

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

相談者数 人

125 130 135 140 145

95 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

生活困窮者等の自立・就労に向けた支援サービスを提供するため、支援事業の拡充及び支援体制の強化

を検討する必要があります。

福祉課長　倉﨑　誠一郎

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

0

景気の回復の影響で、ハローワーク広島東管内の有効求人倍率が高水準を維持していたため、生活困窮

者の相談が少なかったと考えられます。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 1

単位施策名称 3 障がい者福祉の充実

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 87 97 100 101 102

実績値 75 123 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 850,974 0 0 0 0

うち、一般財源額 252,946 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 87 93 99 106 114

実績値 81 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 14,841 0 0 0 0

うち、一般財源額 14,841 0 0 0 0

目標値 - 424 442 461 480

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 - 1 1 1 1

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

地域で共に支え合う福祉の充実

施策の方向性

●障がい者の自立支援や社会参画の促進、障がい者と暮らす家族に対する支援を継続的に行います。

●住民の障がい及び障がい者に対する理解や認識を深め、人権尊重の意識を醸成するため、障がい者の理解促進につながる分かりや

すい啓発・広報活動を推進します。

福祉保健部

1 就労支援事業の利用者数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 地域生活支援強化事業

障がい者施設通所交通費助

成利用者数

人

千円

02 精神障がい者通院医療費助成事業 助成対象者数

人

千円

03 障がい者雇用促進等事業 新規雇用者数

人

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 11,311 0 0 0 0

うち、一般財源額 11,153 0 0 0 0

事業費 65,161 0 0 0 0

うち、一般財源額 38,571 0 0 0 0

事業費 33,421 0 0 0 0

うち、一般財源額 7,120 0 0 0 0

事業費 14,156 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,164 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 543,354 0 0 0 0

うち、一般財源額 136,257 0 0 0 0

事業費 1,328 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,328 0 0 0 0

事業費 146,306 0 0 0 0

うち、一般財源額 33,447 0 0 0 0

事業費 21,096 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,065 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

地域生活支援強化事業 1 達成 高 低 事業継続

精神障がい者通院医療費助成事業 1 - - - -

障がい者雇用促進等事業 1 - - - -

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 地域生活支援強化事業

2 精神障がい者通院医療費助成事業

3 障がい者雇用促進等事業

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 障害者福祉一般事務事業 千円

2 地域生活支援事業 千円

千円

3 障害者医療費給付事業 千円

4 補装具等給付事業 千円

9 福祉事務所（特別障害者手当等）事業

5 障害者住宅整備資金貸付事業 千円

6 障害福祉サービス事業 千円

7 障害支援区分認定事業 千円

8 障害児通所支援事業

千円

10 千円

今後の方向性

福祉保健部長  山西　仁子

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

平成29年度から実施予定

平成29年度から実施予定

事業継続

-

-



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 1 地域で共に支え合う福祉の充実

単位施策 3 障がい者福祉の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

重度心身障害者福祉タクシー助成事業

重度障害者の社会参加を促進するために、タクシー料金を助成しました。

●平成28年度タクシー券交付人数577人

重度心身障害者介護手当事業

重度心身障害者の生活支援として、5歳以上20歳未満の重度心身障害者の保護者に手当を支給しまし

た。●平成28年度受給者数8人

障害者歯科健診事業

18歳以上の障害者手帳（身体・知的・精神）所持者を対象に、集団歯科健診を実施しました。

●受診者数23人（10月20日、21日実施）

0

0

0

平成

地域生活支援強化事業 113101

福祉保健部 福祉課

障害者施設通所支援事業

障害者施設に通所する障害者へ通所のための交通費を助成しました。

●平成28年度利用者100人

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

14,841 15,489 16,319 16,403 16,524

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

14,841 15,489 16,319 16,403 16,524

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

障がい者施設通所交通費助成利

用者数

人

87 93 99 106 114

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

福祉課長　倉﨑　誠一郎

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 2

単位施策名称 1 ライフステージに応じた健康づくりの支援

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 77.2 77.4 77.6 77.8 78

実績値 77.0 59.0 0.0 0.0 0.0 0.0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 292,385 0 0 0 0

うち、一般財源額 277,587 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 140 190 190 190 190

実績値 128 122 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 2,705 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,579 0 0 0 0

目標値 48 48 48 48 48

実績値 47.7 49.5 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 1,313 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,313 0 0 0 0

目標値 12.5 13 13.5 14 14.5

実績値 12 12.7 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 1,316 0 0 0 0

うち、一般財源額 780 0 0 0 0

目標値 26,200 26,400 26,600 26,800 27,000

実績値 26,073 53,959 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 2,726 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,264 0 0 0 0

目標値 80 80 80 90 90

実績値 66 137 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 6,985 0 0 0 0

うち、一般財源額 6,985 0 0 0 0

目標値 130 130 130 130 130

実績値 - 27 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 1 1 1 1 1

実績値 1 1 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 6,073 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,588 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

地域連携による生涯を通じた健康づくりの推進

施策の方向性

●笑顔があふれ、健康で生きがいをもって過ごせるよう、高齢者の社会参加を推進します。

●乳児期から高齢期までの生涯にわたり、口腔疾病の予防を図るとともに、生活習慣病の予防に取り組みます。

●「第２次府中町健康増進計画・食育推進計画」に沿って、すべての世代において、心と体の健康づくりの充実を図るため、住民、

関係団体・機関と連携を図りながら、より良く生きるライフスタイルを推進します。

●妊娠・出産・育児を通じた乳幼児の発育・発達の早期支援や相談体制の充実を図ります。

福祉保健部

1 健康だと感じる人の割合 ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 ふらっとウォーキング事業 参加者数

人

千円

02 妊婦歯科健康診査事業 受診率

％

千円

03 節目年齢歯科健診事業 受診率

％

千円

04 健康づくり啓発事業

健康づくり活動への参加者

数

人

千円

05 任意予防接種費用助成事業 接種率（おたふくかぜ）

％

千円

0 助成件数(成人風しん)

件

千円

06 産科医等確保支援事業 産科医院数

医院

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 6,763 0 0 0 0

うち、一般財源額 6,416 0 0 0 0

事業費 13,422 0 0 0 0

うち、一般財源額 13,422 0 0 0 0

事業費 2,208 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,208 0 0 0 0

事業費 151,856 0 0 0 0

うち、一般財源額 151,856 0 0 0 0

事業費 319 0 0 0 0

うち、一般財源額 209 0 0 0 0

事業費 28,773 0 0 0 0

うち、一般財源額 26,293 0 0 0 0

事業費 2,358 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,358 0 0 0 0

事業費 56,547 0 0 0 0

うち、一般財源額 56,547 0 0 0 0

事業費 5,062 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,542 0 0 0 0

事業費 3,959 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,227 0 0 0 0

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

ふらっとウォーキング事業 1 未達成 高 高 事業継続

妊婦歯科健康診査事業 1 達成 高 低 事業継続

節目年齢歯科健診事業 1 達成 高 低 事業継続

健康づくり啓発事業 1 達成 高 低 事業継続

任意予防接種費用助成事業 1 未達成 高 低 事業継続

産科医等確保支援事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 ふらっとウォーキング事業

2 妊婦歯科健康診査事業

3 節目年齢歯科健診事業

4 健康づくり啓発事業

5 任意予防接種費用助成事業

6 産科医等確保支援事業

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

平成29年度は、番号をつけ、健康マイレージカードの裏面へ誘導する工夫をします。その結果を踏まえ、さらに、健康マ

イレージのポイントカードの様式について検討が必要である場合は、様式を変更するものとします。

5

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 保健衛生一般事務事業 千円

2 地域医療事業 千円

千円

3 健康増進事業 千円

4 予防接種事業 千円

成人風しん予防接種については、母子健康手帳交付時の保健指導での制度周知を徹底します。

併せて、広報ふちゅうやホームページ等による広報啓発活動を継続していきます。

9 未熟児養育事業

5 老成人保健一般事務事業 千円

6 各種検診事業 千円

7 母子保健一般事務事業 千円

8 母子健康診査事業

千円

10 母子保健推進事業 千円

今後の方向性

福祉保健部長 山西 仁子

目標値については、健康マイレージのポイントカードの裏に掲載していますアンケートを集計した数値により算出しています。平成28年度から、このポイントカードの様式を更新したことにより、裏

面のアンケートへの回収率が下がり、未回答の数(白紙回答)が増加したため、「はい」=「健康だと感じる人」の割合が低くなったことが要因と考えられます。

ふらっとウォーキングコースを活用したウォーキング講座等を町で実施するだけでなく、他団

体とのウォーキング活動においてもコースを活用して協働実施できるよう努力します。

未達成ですが、乖離要因に留意しつつ、引き続き町民の健康状態の把握に努め、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っており、事業は継続するものの、乖離要因を念頭に、成人風しんについてはニーズ把

握を行い、効果的な事業推進に向けて見直しを実施することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 2 地域連携による生涯を通じた健康づくりの推進

単位施策 1 ライフステージに応じた健康づくりの支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

平成

ふらっとウォーキング事業 121101

福祉保健部　健康推進課
建設部　都市整備課

運動機会の創出を目的に整備している「ふらっとウォーキングコース」を活用し、「府中町ふらっと

ウォーキングイベント」を実施しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

126 346 0 0 0

事

業

費

2,705 3,711 5,481 221 495

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 3,900 0 0

0 0 0 0 0

2,579 3,365 1,581 221 495

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

参加者数 人

140 190 190 190 190

122 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

ふらっとウォーキングモデル地区整備事業計画に基づき、ウォーキングコースとなっている道路への防

犯灯の設置及び、コース周辺の公園等へ健康増進器具を設置する工事を行いました。

  平成28年度設置器具

   【大須第２公園】背のばしベンチ１基、ぶら下がり器具１基、休憩施設案内サイン１基

   【八幡川河川敷】ソーラー式LED街路灯１基　　【鶴江児童遊園】休憩施設案内サイン１基



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

広くウォーキング活動を行うため、ふらっとウォーキングコースを活用したウォーキング講座等を町で

実施するだけでなく、他団体とのウォーキング活動においてもコースを活用して協働実施できるよう、

努めてまいります。

健康推進課長  長西　弘子

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

0

目標設定時には、「楽しく健康づくり活動」でのふらっとウォーキングコースを活用したウォーキング

の実施及び100人規模のウォーキング大会を検討していましたが、安全でより効果的なウォーキングの

普及を目指して、運動普及推進員への研修の実施や、実技指導が効果的に行える定員(講習編:70人、実

践編:30人)でのウォーキングイベントを開催したため、目標と実績に乖離を生じました。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 2 地域連携による生涯を通じた健康づくりの推進

単位施策 1 ライフステージに応じた健康づくりの支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

妊婦歯科健康診査事業 121102

福祉保健部 健康推進課

妊婦の虫歯や歯周疾患を予防し、生まれてくる子どもへの影響を低減するため、妊婦に対する歯科健診

を実施しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

1,313 1,374 1,247 1,243 1,243

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,313 1,374 1,247 1,243 1,243

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

受診率 ％

48 48 48 48 48

49.5 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

健康推進課長  長西　弘子

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 2 地域連携による生涯を通じた健康づくりの推進

単位施策 1 ライフステージに応じた健康づくりの支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

節目年齢歯科健診事業 121103

福祉保健部 健康推進課

定期的な歯科健診の受診機会を設け成人の口腔衛生の向上を図るため、節目年齢（40,50,60,70歳）の

住民に歯科健診を実施しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

536 893 685 685 685

事

業

費

1,316 1,396 1,500 1,537 1,543

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

780 503 815 852 858

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

受診率 ％

12.5 13 13.5 14 14.5

12.7 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

健康推進課長  長西　弘子

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 2 地域連携による生涯を通じた健康づくりの推進

単位施策 1 ライフステージに応じた健康づくりの支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

健康づくり啓発事業 121104

福祉保健部 健康推進課

健康意識の向上や自主的な健康づくりを支援し、人とのつながりを深めながら協働での健康づくりを推

進するため、第２次府中町健康増進計画・食育推進計画に沿って、健康づくり活動を実施しました。

朝パッ君ネットワーク登録数:77(団体:71，個人:6)

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

2,726 5,188 4,681 3,039 2,999

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

1,462 962 1,100 1,100 1,100

1,264 4,226 3,581 1,939 1,899

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

健康づくり活動への参加者数 人

26,200 26,400 26,600 26,800 27,000

53,959 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

健康推進課長  長西　弘子

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 2 地域連携による生涯を通じた健康づくりの推進

単位施策 1 ライフステージに応じた健康づくりの支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

任意予防接種費用助成事業 121105

福祉保健部 健康推進課

感染症を予防するため予防接種の普及・啓発を図り、任意予防接種(小児おたふくかぜ・成人風しん)対

象者の接種費用の一部を助成しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

6,985 6,691 7,358 7,310 7,094

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

6,985 6,691 7,358 7,310 7,094

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

接種率（おたふくかぜ） ％

80 80 80 90 90

137 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

130

27 0 0 0 0助成件数(成人風しん) 件

130 130 130 130

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

成人風しん予防接種については、母子健康手帳交付時の保健指導での制度周知を徹底し、また広報ふ

ちゅうやホームページ等による周知を引き続き図ります。

健康推進課長  長西　弘子

今後の方向性 事業継続

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っており、事業は継続するものの、乖離要因を念頭に、

成人風しんについてはニーズ把握を行い、効果的な事業推進に向けて見直しを実施することとします。

0

事業指標のうち、小児おたふくかぜの接種率は目標値を達成しましたが、成人風しんの助成件数は目標

値未達成となりました。目標値は、同様の事業を実施している他市町を参考に設定しましたが、広島県

の風しん抗体検査事業が平成27年度で廃止となり、風しんの抗体価が低いと判明する者が少なくなった

ため、目標と実績に乖離が生じました。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 2 地域連携による生涯を通じた健康づくりの推進

単位施策 1 ライフステージに応じた健康づくりの支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

町内で、安心・安全に妊娠・出産できるよう、産科医等に対して分娩手当を支給し、産科医等の処遇改

善を行いました。

0

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

121106

福祉保健部 健康推進課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

産科医等確保支援事業

事

業

費

6,073 6,200 6,000 6,000

4,500 4,500

0 0 0 0 0

6,000

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

4,485 4,650 4,500

0 0

1,588 1,550 1,500 1,500 1,500

産科医院数 医院

1 1 1 1 1

1 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

0

健康推進課長  長西　弘子

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 3

単位施策名称 1 子育て世代への重点支援

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 93 93 93 93 94

実績値 93 97 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 1,268,339 0 0 0 0

うち、一般財源額 325,682 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 70 70 70 70 70

実績値 50 70 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 9,195 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,690 0 0 0 0

目標値 83 83 83 83 83

実績値 - 61 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 6,933 0 0 0 0

うち、一般財源額 6,933 0 0 0 0

目標値 150 150 150 150 200

実績値 - 66 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 6 0 0 0 0

うち、一般財源額 2 0 0 0 0

目標値 120 220 220 220 220

実績値 120 126 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 33,955 0 0 0 0

うち、一般財源額 32,252 0 0 0 0

目標値 647 647 647 647 647

実績値 463 631 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 64,400 0 0 0 0

うち、一般財源額 16,107 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

05 放課後児童クラブ(留守家庭児童会)運営事業 受入児童数

人

千円

千円

03 養育支援訪問事業 訪問数

件

千円

04 児童センター事業 利用者数(1日当たり)

人

千円

01 子育て応援事業

子育て不安が解消された母

親等の割合

％

千円

02 不妊治療費助成事業 助成件数

件

千円

1 子育てしやすさ ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

多世代連携による子育て支援の充実

施策の方向性

●結婚・妊娠・出産・育児（未就園児）の切れ目のない支援を行う仕組みづくりを構築し、結婚支援を含めた幅広い子育て支援を行

います。

●配慮を必要とする子育て家庭への支援及び子育てに係る経済的負担の軽減等、子育て家庭を支援します。

●児童の居場所づくり等、児童健全育成対策の充実を図り、子どもの生きる力を育む環境づくりを行います。

福祉保健部



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 6,120 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,021 0 0 0 0

事業費 514 0 0 0 0

うち、一般財源額 402 0 0 0 0

事業費 969,721 0 0 0 0

うち、一般財源額 146,213 0 0 0 0

事業費 167,228 0 0 0 0

うち、一般財源額 112,064 0 0 0 0

事業費 10,267 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,998 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

子育て応援事業 1 達成 高 低 事業継続

不妊治療費助成事業 1 未達成 高 低 事業継続

養育支援訪問事業 1 未達成 高 低 事業継続

児童センター事業 1 達成 高 低 事業継続

放課後児童クラブ(留守家庭児童会)運営事業 1 未達成 高 高 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 子育て応援事業

2 不妊治療費助成事業

3 養育支援訪問事業

4 児童センター事業

5 放課後児童クラブ(留守家庭児童会)運営事業

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

未達成の事務事業に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

また、平成29年度には、妊娠期から継続して支援する子育て世代包括支援センターを立ち上げ、一人ひとりに合った継続支援を実施することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は６０％を超えていることから、乖離要因に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続する

こととします。

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っており、事業は継続するものの、乖離要因を念頭に、対応方針に沿った見直しを実施

することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

千円

10 千円

今後の方向性

福祉保健部長  山西　仁子

平成２９年度から不妊検査・一般不妊治療費を助成対象に加えるとともにホームページや広報

誌への掲載も継続し、制度の周知を図ります。

児童の養育について支援を必要とする家庭に対し、フォローに力点をおいて進めていきます。

地域に根ざした児童センターとなるよう、地域の諸団体と連携をさらに強化し、中・高校生の

居場所づくりも積極的に行っていきます。

9

5 福祉事務所（母子家庭自立支援）事業 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 児童手当等給付事業 千円

4 福祉事務所（児童扶養手当給付）事業 千円

1 児童福祉一般事務事業 千円

2 児童虐待防止対策強化事業 千円

事業名称

引き続き待機児童を出さず、安定的な運営を継続するため、指導員の確保及び施設整備が必要

です。

千円

4

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

11

12

13

14

15

千円

千円

千円

千円



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 1 子育て世代への重点支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

子育て不安が解消された母親等

の割合

％

70 70 70 70 70

70 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

4,690 10,676 9,843 9,843 9,843

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

933 933

3,625 2,352 2,377 2,377 2,377

事

業

費

9,195 13,936 13,153 13,153 13,153

財

源

内

訳

880 908 933

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

気軽に相談ができるかかりつけ保育所・幼稚園を設定し、また協賛店による子育て支援を受けられる子

育て応援カードを未就学児を抱える子育て家庭に配布しました。

平成28年度末登録者数990人

保護者の急用時等に一時的にお子さんを預かるファミリーサポートセンター事業を行いました。

平成28年度 利用件数284件

ひとり親家庭等の児童に対し、児童の成長を祝福し、児童の福祉の増進を図ることを目的に、小学校及

び中学校入学時に入学祝い金を支給しました。

平成28年度 小学校29人、中学校44人 合計73人

未婚の男女を対象に、意識啓発セミナー（ハッピーウエディングセミナー）を開催しました。

平成28年度（１回開催） 30人参加

町内の保育所、認定こども園、幼稚園に通園する１歳以上６歳未満の児童を２人以上養育する保護者

に、３人乗り自転車を貸し出しました。【保育所５園（各６台）、認定こども園１園（８台）、幼稚園

５園（各２台）】平成28年度末時点で39台を貸出（貸出率77％）

0

平成

子育て応援事業 131101

福祉保健部 子育て支援課

妊娠、産後、０歳児から２歳児のパパママを対象に、ステージ別の講習会を実施しました。

【地域子育て支援センター２か所（府中ひかり保育園・若竹保育園）で各５回】

平成28年度397人参加



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

子育て支援課長　新見　公平

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 1 子育て世代への重点支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

不妊治療費助成事業 131102

福祉保健部 保険年金課

不妊に対する検査・治療を受ける夫婦の経済的負担を軽減するため、体外受精及び顕微受精を対象とす

る特定不妊治療への助成を行いました。（６１件）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

6,933 9,600 12,195 12,195 12,195

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

6,933 9,600 12,195 12,195 12,195

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

助成件数 件

83 83 83 83 83

61 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成２９年度から不妊検査・一般不妊治療費を助成対象に加えるとともにホームページや広報誌への掲

載も継続し、制度の周知を図ります。

保険年金課長　森本　雅生

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、目標値到達率は６０％を超えていることから、乖離要因に留意しつつ、引き続き目標値の

達成を目指し、事業を継続することとします。

0

申請者が見込者数より少なかったことによります。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 1 子育て世代への重点支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

養育支援訪問事業 131103

福祉保健部 子育て支援課

訪問による養育支援が必要と認められた家庭において、適切な家事・育児等の援助及び専門的な訪問支

援を行うもので、そのうち訪問支援である、助言・指導については、健康推進課と連携し、66回実施し

ました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

1,344 1,344

2 194 1,184 1,344 1,344

事

業

費

6 582 3,552 4,032 4,032

財

源

内

訳

2 194 1,184

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2 194 1,184 1,344 1,344

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

訪問数 件

150 150 150 150 200

66 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

児童の養育について支援を必要とする家庭に対し、フォローに力点を置いて進めていきます。

子育て支援課長　新見　公平

今後の方向性 事業継続

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っており、事業は継続するものの、乖離要因を念頭に、

対応方針に沿った見直しを実施することとします。

0

虐待のリスクを抱える家庭や育児不安を解消するための専門的な訪問相談は利用されましたが、育児・

家事等の訪問援助については相談者からの希望がなく利用されなかったことが要因です。

孤立している世帯への積極的な相談支援（転入者等）が利用できるように検討していきます。

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 1 子育て世代への重点支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

児童センター事業 131104

福祉保健部 子育て支援課

地域の子育て支援の拠点として児童センターを運営し、乳幼児から高校生までの子どもに遊びを提供す

るともに、乳幼児期の親子の居場所づくりを行いました。

府中南交流センター平成28年度中43,822人の利用

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

1,530 1,530

856 2,768 1,539 1,539 1,539

事

業

費

33,955 45,525 44,954 44,929 44,929

財

源

内

訳

847 1,593 1,530

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

32,252 41,164 41,885 41,860 41,860

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

利用者数(1日当たり) 人

120 220 220 220 220

126 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

子育てひろばやおはなし会などの事業充実を図るとともに、地域に根差した児童センターとなるよう、

地域の諸団体との連携を更に密にしていくとともに、中・高校生の活動の場を増やし、中・高校生の居

場所づくりも積極的に行っていきます。

子育て支援課長　新見　公平

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

毎日、たくさんの利用があり、行事の時など児童センター内が飽和状態の時があります。

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 1 子育て世代への重点支援

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成28年度から高学年児童の受け入れ及び夏休み期間中のみの受け入れを開始しました。

0

0

0

0

0

平成

放課後児童クラブ(留守家庭児童会)運営事業
131105

福祉保健部　子育て支援課

教育委員会　社会教育課

保護者が就労等で昼間家庭にいない小学生に適切な遊び及び生活の場を与え、健全な育成を図ることを

目的として、放課後児童クラブを運営しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

22,897 22,897

20,936 23,236 22,897 22,897 22,897

事

業

費

64,400 69,709 68,692 68,692 68,692

財

源

内

訳

27,357 23,236 22,897

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

16,107 23,237 22,898 22,898 22,898

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

受入児童数 人

647 647 647 647 647

631 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

引き続き待機児童を出さず、安定的に運営するために、指導員の確保（量・質）や施設整備が必要と考

えます。特に施設面では南小学校区と中央小学校区の放課後児童クラブ活動スペースの不足が想定され

るので対応を検討します。

社会教育課長　山下　賢二

今後の方向性 事業継続

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。

0

平成28年度から高学年児童の受け入れを開始し、ニーズ調査の結果に基づいて目標値を設定しました

が、６年生については４・５年生時に在籍していなかったため、実績と乖離しているのではと考えま

す。達成状況としては未達成となりますが、待機児童は出ませんでした。

今後は高学年児童のみならず、夏休み期間中の受入れなども含め、最大児童数が増加すると思われるの

で、できる限り待機児童を出さず受け入れる環境が必要と考えます。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 3

単位施策名称 2 子育て環境の確保

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 1,239,431 0 0 0 0

うち、一般財源額 332,076 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 8,600 8,600 8,600 8,600 8,600

実績値 8,500 8,881 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 15,926 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,310 0 0 0 0

目標値 1,440 1,440 1,440 1,440 1,440

実績値 680 971 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 13,795 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,260 0 0 0 0

目標値 100 - - - -

実績値 - 30 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 76,798 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,733 0 0 0 0

目標値 118 118 115 115 115

実績値 118 115 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 - 100 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

05 小規模保育所整備助成事業 事業進捗率(施設整備)

％

千円

千円

03 保育所施設耐震化助成事業 事業進捗率（耐震化)

％

千円

04 プラチナ保育支援事業 年間保育所入所率

％

千円

01 地域子育て支援拠点事業

つどいの広場（出前講座）

の参加者数

人

千円

02 病児・病後児保育事業 利用者数

人

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

多世代連携による子育て支援の充実

施策の方向性

●安心して子育てできるよう、親子で過ごせ、情報交換できる交流の場を確保するなど、子育て家庭を支援する環境づくりを行いま

す。

●子育て支援メニューを充実させ、仕事と子育ての両立等を支援する環境づくりに取り組みます。

福祉保健部

1 待機児童数 人

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 6,194 0 0 0 0

うち、一般財源額 6,194 0 0 0 0

事業費 1,580 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,561 0 0 0 0

事業費 885,435 0 0 0 0

うち、一般財源額 219,663 0 0 0 0

事業費 214,575 0 0 0 0

うち、一般財源額 78,644 0 0 0 0

事業費 25,128 0 0 0 0

うち、一般財源額 14,711 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

地域子育て支援拠点事業 1 達成 高 低 事業継続

病児・病後児保育事業 1 未達成 高 低 事業継続

保育所施設耐震化助成事業 1 未達成 高 低 事業継続

プラチナ保育支援事業 1 達成 高 低 事業継続

小規模保育所整備助成事業 1 - - - -

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 地域子育て支援拠点事業

2 病児・病後児保育事業

3 保育所施設耐震化助成事業

4 プラチナ保育支援事業

5 小規模保育所整備助成事業

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

仕事と子育ての両立を支援するため、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

平成２９年度実施予定

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

-

千円

10 千円

今後の方向性

福祉保健部長  山西　仁子

病児・病後児保育事業の広報啓発活動を行い周知を図っていきます。

引き続き工事を実施していきます。（平成３０年１月末完成予定）

9

5 保育対策等促進事業 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 私立保育所保育運営委託事業 千円

4 施設型給付・地域型保育給付事業 千円

1 保育所施設整備助成事業 千円

2 保育所一般事務事業 千円

事業名称

4

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 2 子育て環境の確保

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

両支援センターとも、「子育てフェスティバル」(344人参加・会場:府中公民館)と「親子触れ合いコン

サート」(116人参加・会場:府中南公民館)で、虐待の未然防止の啓発等を行いました。

どちらのセンターも学生ボランティア等(各4人の参加)を募り、地域に発信する内容となりました。

0

0

0

0

0

平成

地域子育て支援拠点事業 132101

福祉保健部 子育て支援課

出前講座（交流センターや公民館など町内１０ヶ所）や育児講座、育児相談、絵本の貸出などを年間を

通じて実施し、育児不安の緩和や子どもの健やかな育ちを支援するため、府中ひかり保育園地域子育て

支援センターと若竹保育園子育て支援センターに対して補助金を交付しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

5,076 5,076

5,308 5,334 5,076 5,076 5,076

事

業

費

15,926 16,004 16,130 16,130 16,130

財

源

内

訳

5,308 5,334 5,076

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

5,310 5,336 5,978 5,978 5,978

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

つどいの広場（出前講座）の参

加者数

人

8,600 8,600 8,600 8,600 8,600

8,881 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

子育て支援課長　新見　公平

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 2 子育て環境の確保

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

平成

病児・病後児保育事業 132102

福祉保健部 子育て支援課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

3,435 3,435

4,112 4,115 3,435 3,435 3,435

事

業

費

13,795 13,946 11,892 11,892 11,892

財

源

内

訳

4,104 4,115 3,435

0 0 0 0 0

1,319 1,370 1,002 1,002 1,002

4,260 4,346 4,020 4,020 4,020

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

利用者数 人

1,440 1,440 1,440 1,440 1,440

971 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

病気により保育所等での集団生活が困難であり、かつ保護者が仕事や疾病などやむを得ない理由により

家庭で保育を行うことが困難な小学６年生までの児童を町内医療機関「向洋こどもクリニック」に付設

する「病児保育室ダンボ」で一時的に預かりました。平成27年度からは協定市町間の相互利用を開始し

ています。平成28年度協定市町：15市町



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

病児・病後児保育事業の広報啓発活動を行い周知を図っていきます。

子育て支援課長　新見　公平

今後の方向性 事業継続

仕事と子育ての両立を支援するため、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

１日の利用者数が定員を下回る日もあるため、未達成となったものです。

※目標値（1,440名）は、病児保育室の開所日に定員（６名）が利用した場合の利用者数を設定してい

ます。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 2 子育て環境の確保

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

平成

保育所施設耐震化助成事業 132103

福祉保健部 子育て支援課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

76,798 179,196 0 0 0

財

源

内

訳

68,265 159,285 0

6,800 15,900 0 0 0

0 0 0 0 0

1,733 4,011 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

事業進捗率（耐震化) ％

100 - - - -

30 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

園舎の耐震化を図るとともに、慢性的に定員を超過している保育所の定員増を図ることを目的として、

平成２８年度から２ヵ年事業で施設整備を行う第二府中ひかり保育園に対して、施設整備に係る費用の

一部を助成しました。（定員２０名増　工期：平成２８年９月３０日～平成３０年１月３１日　平成２

８年度進捗率：３０％）



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

引き続き工事を実施していきます。（平成３０年１月末完成予定）

子育て支援課長　新見　公平

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を

継続することとします。

0

保育所等施設整備補助金の内示時期が遅れたこと等により、年度内の工事完了が困難となりました。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 3 多世代連携による子育て支援の充実

単位施策 2 子育て環境の確保

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

プラチナ保育支援事業 132104

福祉保健部 子育て支援課

プラチナ保育支援事業の実施に向け、要綱整備を行うとともに、広報やホームページにより住民に周知

を行いました。平成２９年３月申請者数：８名

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

0 1,800 2,160 2,160 2,700

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 1,800 2,160 2,160 2,700

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

年間保育所入所率 ％

118 118 115 115 115

115 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

子育て支援課長　新見　公平

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 4

単位施策名称 1 高齢者福祉の充実

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 45,480 45,600 45,720 46,200 46,560

実績値 44,760 37,750 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 109,394 0 0 0 0

うち、一般財源額 89,340 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 390 393 395 396 396

実績値 387 390 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 13,730 0 0 0 0

うち、一般財源額 13,730 0 0 0 0

目標値 100 - - - -

実績値 - 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 11,880 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 - 100 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 100 100 - - -

実績値 100 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 19,253 0 0 0 0

うち、一般財源額 19,253 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0 トイレ改修工事

％

千円

03 介護職員処遇改善臨時特例事業 補助金交付事業所割合

％

千円

01 シルバー人材センター助成事業 会員数

人

千円

02 老人福祉センター改修等事業 エレベータ耐震対策

％

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり

施策の方向性

●高齢者が様々な分野で生きがいを感じられるよう、高齢者の社会参加や元気づくりにつながる取り組みを支援します。

●保健・医療・福祉が連携して高齢者を支えるため、高齢者福祉サービスの充実を図ります。

●住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、住民、民間団体、行政機関などが一体となった支援の輪を広げます。

福祉保健部

1 シルバー人材センターを通じて就労した高齢者数 人

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 8,114 0 0 0 0

うち、一般財源額 8,114 0 0 0 0

事業費 32,449 0 0 0 0

うち、一般財源額 26,559 0 0 0 0

事業費 2,329 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,329 0 0 0 0

事業費 14,900 0 0 0 0

うち、一般財源額 13,494 0 0 0 0

事業費 6,290 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,412 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 449 0 0 0 0

うち、一般財源額 449 0 0 0 0

事業費 5,542 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,525 0 0 0 0

事業費 24,520 0 0 0 0

うち、一般財源額 21,233 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

シルバー人材センター助成事業 1 達成 高 低 事業継続

老人福祉センター改修等事業 1 達成 高 低 事業継続

介護職員処遇改善臨時特例事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 シルバー人材センター助成事業

2 老人福祉センター改修等事業

3 介護職員処遇改善臨時特例事業

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

15 千円

13 千円

14 千円

11 老人集会所等維持管理事業 千円

12 老人福祉センター維持管理事業 千円

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続

事業継続

千円

10 高齢者福祉計画等策定事業 千円

今後の方向性

福祉保健部長　山西　仁子

目標値は、府中町シルバー人材センターが平成27年3月に策定した第三次中期計画値、会員数390名、就業率100%、受注件数1,938件として算出しています。しかし、会員数は390名で達成したものの、

就業率は78.2%にとどまり、受注件数も1,793件と目標値の92%にとどまったことが、延べ就労者数が目標値に達しなかった要因と考えられます。

利用者からの要望に応えるため、平成29年度はトイレ改修工事(洋式化)を行い、施設利用の快

適さの向上を図ります。

9 老人保健事業

5 敬老事業 千円

6 老人クラブ活動助成事業 千円

7 高齢者住宅整備資金貸付事業 千円

8 老人医療費給付事業 千円

3 老人福祉施設入所者等措置事業 千円

4 老人保健施設等整備助成事業 千円

1 介護保険サービス利用者負担軽減事業 千円

2 高齢者居宅生活支援事業 千円

事業名称

延べ派遣人数は平成27年度3,335人に対して平成28年度4,234人と伸びていますが、延べ請負人数は年々減少傾向にあり、

平成27年度34,801人に対して平成28年度33,516人と4%減少しています。

ただし、派遣人数の伸びによって、契約金額自体は年々増加傾向になっています。

今後は、広く会員に就労してもらえるように、就労意欲を向上させる講習会の開催や体験会などを実施していき、受注件

数を増やしていくことが必要と思われます。

また、高齢者が自宅で安心して暮らせるよう、自宅を訪問し日常生活でのお手伝いを行う高齢者軽度生活援助事業や、自

宅に緊急通報装置を設置し２４時間体制で対応を行う緊急通報システム事業を継続して実施します。

3

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 4 高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり

単位施策 1 高齢者福祉の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

会員数 人

390 393 395 396 396

390 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

13,730 13,591 15,403 13,730 13,730

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

13,730 13,591 20,303 13,730 13,730

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 4,900 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

シルバー人材センター助成事業 141101

福祉保健部 高齢介護課

府中町シルバー人材センターに対し、高齢者へ就労の場を提供する取組みに対する支援として、補助金

を交付しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

高齢介護課長　森　太

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 4 高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり

単位施策 1 高齢者福祉の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

-

- 0 0 0 0トイレ改修工事 ％

- 100 - -

- 0 0 0 0

エレベータ耐震対策 ％

100 - - - -

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

0 1,107 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

6,580 0 0 0 0

事

業

費

11,880 5,407 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

5,300 4,300 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

老人福祉センター改修等事業 141102

福祉保健部 健康推進課

福祉避難所である老人福祉センター福寿館のエレベーター耐震化対策工事を行い、災害時における要援

護者対応機能、並びにコミュニティの場としての機能強化を図りました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

利用者からの要望に応えるため、平成29年度はトイレ改修工事(洋式化)を行い、施設利用の快適さの向

上を図ります。

健康推進課長  長西　弘子

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 4 高齢者が生きがいを持って暮らせるまちづくり

単位施策 1 高齢者福祉の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

19,253 20,000 0 0 0

補助金交付事業所割合 ％

100 100 - - -

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

事

業

費

19,253 20,000 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0

平成

141103

福祉保健部 高齢介護課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

介護職員処遇改善臨時特例事業

介護サービス事業者における介護人材の確保が喫緊の課題となっていることから、国の行う「介護職員

処遇改善加算」とは別に、府中町独自に介護サービス事業者に補助金を交付しました。

（交付申請が提出された１７事業者に交付）

0

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続

0

0

平成29年4月から介護予防・日常生活支援総合事業を実施することに伴い、当補助金の交付対象事業者

が増加した。

0

高齢介護課長　森　太

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 5

単位施策名称 1 保険制度の安定した運営

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 56.0 62.0 68.0 74.0 80.0

実績値 49.9 59.0 0.0 0.0 0.0 0.0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値 73.9 73.9 74 74 74

実績値 73.9 75.9 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 1,690,756 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,374,358 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 650 650 650 650 650

実績値 597 636 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 21,690 0 0 0 0

うち、一般財源額 11,094 0 0 0 0

目標値 3 4 4 4 4

実績値 3 3 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 72,562 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 2 3 3 3 4

実績値 1 1 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 2 2 2 2 2

実績値 - 0 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0

小規模多機能型居宅介護整

備(累計)

箇所

千円

0

定期巡回・随時対応型訪問

介護看護整備（累計）

箇所

千円

01 国民健康保険健康保持増進普及事業 人間ドック受診者数

人

千円

02 基盤整備事業

小規模特別養護老人ホーム

整備(累計)

箇所

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 元気な後期高齢者の割合 ％

3

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

社会保障制度の堅持

施策の方向性

●国民健康保険・医療制度などの周知と、収納促進、医療費の適正化に向けた啓発を推進するとともに、健全な運営を図ります。

●介護保険のサービス給付費の増加を抑制するため、介護予防事業の充実を図ります。

福祉保健部

1 ジェネリック医薬品の数量シェア ％

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 226,790 0 0 0 0

うち、一般財源額 56,698 0 0 0 0

事業費 531,461 0 0 0 0

うち、一般財源額 526,813 0 0 0 0

事業費 261,598 0 0 0 0

うち、一般財源額 261,598 0 0 0 0

事業費 466,019 0 0 0 0

うち、一般財源額 466,019 0 0 0 0

事業費 25,868 0 0 0 0

うち、一般財源額 25,868 0 0 0 0

事業費 78,001 0 0 0 0

うち、一般財源額 19,501 0 0 0 0

事業費 6,767 0 0 0 0

うち、一般財源額 6,767 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

国民健康保険健康保持増進普及事業 1 未達成 高 低 事業継続

基盤整備事業 1 未達成 高 高 抜本的な見直し

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 国民健康保険健康保持増進普及事業

2 基盤整備事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

未達成の事務事業に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続すること

とします。

事業のあり方について、対応方針に沿い、抜本的に見直すこととします。

事業継続

抜本的な見直し

千円

10 千円

今後の方向性

福祉保健部長　山西　仁子

受診機会拡大のため、平成29年度から日曜日に受診可能な健診機関を1機関追加（ただし、PET-

CTのコースのみ）するとともに、受診者の募集人数を増加します。

第６期介護保険事業計画において施設整備を進める方針としていますが、事業者から人員の確保が難し

いとの意見が多く寄せられており、また、緊急度の高い在宅の待機者も比較的少ないことから、外部有

識者を交えた高齢者福祉計画等策定委員会から意見を聴取の上、現在の方向性ですすめるのか、隣接す

る市町が広域型施設を整備することによって、緊急度の高い在宅の待機者への対応が可能であるとして

方針を転換するのか、検討を行います。

9

5 後期高齢者医療特別会計繰出金（事務費）事業 千円

6

後期高齢者医療特別会計繰出金（保険基盤安定制

度）事業

千円

7

後期高齢者医療特別会計繰出金（健康診査等）事

業

千円

8 千円

3 国民健康保険特別会計繰出金（事務費等）事業 千円

4 後期高齢者医療療養給付費負担金事業 千円

1

国民健康保険特別会計繰出金（保険基盤安定制

度）事業

千円

2 介護保険特別会計繰出金事業 千円

事業名称

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 5 社会保障制度の堅持

単位施策 1 保険制度の安定した運営

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

人間ドック受診者数 人

650 650 650 650 650

636 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

11,094 14,250 14,948 14,948 14,948

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

911 911

9,714 8,549 7,616 7,616 7,616

事

業

費

21,690 23,720 23,475 23,475 23,475

財

源

内

訳

882 921 911

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

後発医薬品普及促進事業・・・①後発医薬品に関するリーフレット等を被保険者に保険証送付時に同封しました。②窓

口にポスターを掲示し、閲覧用Q&Aを配置し、リーフレットやシールを配架しました。③広報誌に後発医薬品の啓発の記

事を掲載しました。④後発医薬品差額通知を送付しました。（送付は毎月で年12回）

頻回重複受診指導事業・・・対象者をレセプトから抽出し、看護師等の専門職が現病歴・治療状況・受

診状況・服薬の状況などを訪問により確認した上で、適正な受診及び服薬・セルフケアなどの指導を実

施し、効果評価を行いました。

人間ドック健診事業・・・Aコース(1日ドック)30歳以上、Bコース(脳ドック)40歳以上の2つのコースを用意し、12健診

機関と契約をしました。

0

0

0

平成

国民健康保険健康保持増進普及事業 151101

福祉保健部 保険年金課

医療費通知事業・・・対象期間中に受診履歴がある人の医療費を世帯主に対して通知しました。（発送

は奇数月で年６回）



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

受診機会拡大のため、平成29年度から日曜日に受診可能な健診機関を1機関追加（ただし、PET-CTの

コースのみ）するとともに、受診者の募集人数を増加します。

保険年金課長　森本　雅生

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成

を目指し、事業を継続することとします。

0

二次募集を行ったことにより、申込件数は定員に達しましたが、その後キャンセルが重なりました。抽

選漏れにより却下した被保険者にも呼びかけましたが、定員に達することはできず、目標を下回る結果

となりました。

日曜日に受診可能な健診機関の要望がありました。

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 5 社会保障制度の堅持

単位施策 1 保険制度の安定した運営

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

定期巡回・随時対応型訪問介護

看護整備（累計）

箇所

2 2 2 2 2

0 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

4

1 0 0 0 0

小規模多機能型居宅介護整備(累

計)

箇所

2 3 3 3

未達成 0 0 0 0

0 0 0 85 0

小規模特別養護老人ホーム整備

(累計)

箇所

3 4 4 4 4

3 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

事

業

費

72,562 240,968 0 85

0 30,900

0 0 0 0 0

30,900

財

源

内

訳

19,003 0 0 0 0

53,559 240,968 0

0 0

平成

151102

福祉保健部 高齢介護課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

基盤整備事業

定期巡回・随時対応型訪問介護看護（１か所）及び小規模多機能型居宅介護（１か所）の事業者を選定

しました（平成２９年５月１日付けで事業所指定）。なお、小規模特別養護老人ホーム（１か所）は、

公募を行いましたが応募事業者がありませんでした。

0

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性

抜本的な見直し

0

介護従事者の不足によって介護サービス事業者から新規事業所の整備は難しいとのことから、当町の公

募に対する事業者からの応募がなかったため。

町民からは施設整備の要望が高まっているが、介護従事者の不足によって介護サービス事業者から新規

事業所の整備は難しいとの意見があり、利用者（待機者）の状況を踏まえ、公募内容及び整備数を決定

する必要がある。

第６期介護保険事業計画において施設整備を進める方針としていますが、事業者から人員の確保が難し

いとの意見が多く寄せられており、また、緊急度の高い在宅の待機者も比較的少ないことから、外部有

識者を交えた高齢者福祉計画等策定委員会から意見を聴取の上、現在の方針で進めるのか、隣接する市

町が広域型施設を整備することによって、緊急度の高い在宅の待機者への対応が可能であるとして方針

を転換するのか、検討を行います。

高齢介護課長　森　太

今後の方向性 抜本的な見直し

事業のあり方について、対応方針に沿い、抜本的に見直すこととします。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 1

基本施策 5

単位施策名称 2 福祉医療の充実

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 3,280 5,547 5,588 5,629 5,670

実績値 3,242 3,309 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 283,423 0 0 0 0

うち、一般財源額 168,233 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 3,280 5,547 5,588 5,629 5,670

実績値 3,242 3,309 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 127,684 0 0 0 0

うち、一般財源額 84,288 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

社会保障制度の堅持

施策の方向性

●経済的負担が大きい子育て世代などに対して、各種支援・給付制度により、負担軽減を図ります。

福祉保健部

1 助成制度を利用できる子どもの推定数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 子ども医療費助成事業

助成制度を利用できる子ど

もの推定数

人

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 133,936 0 0 0 0

うち、一般財源額 71,202 0 0 0 0

事業費 21,803 0 0 0 0

うち、一般財源額 12,743 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

子ども医療費助成事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 子ども医療費助成事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 重度心身障害者医療費給付事業 千円

2 ひとり親家庭等医療費給付事業 千円

千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

福祉保健部長  山西　仁子

平成29年度から対象を通院は小学生まで、入院は中学生までに拡充するとともに、市町村民税

非課税世帯を除き一部負担金を導入する制度改正を実施します。

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 1 みんなで支え合い、未来につなぐまちづくり

基本施策 5 社会保障制度の堅持

単位施策 2 福祉医療の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

子どもが保険診療を受ける際、小学校就学前(通院及び入院)は医療費の２割、小学生(入院のみ)は医療

費の３割を保護者等が自己負担することに対して、助成を行いました。

0

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

152101

福祉保健部 保険年金課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

子ども医療費助成事業

事

業

費

127,684 159,287 148,387 149,559

43,442 43,225

0 0 0 0 0

150,668

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

43,396 43,458 42,989

0 0

84,288 115,829 105,398 106,117 107,443

助成制度を利用できる子どもの

推定数

人

3,280 5,547 5,588 5,629 5,670

3,309 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

平成29年度から対象を通院は小学生まで、入院は中学生までに拡充するとともに、市町村民税非課税世

帯を除き一部負担金を導入する制度改正を実施します。

保険年金課長　森本　雅生

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 1

単位施策名称 1 社会を生き抜く力の育成

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0

実績値 県平均+2.4 県平均+4.1

達成状況 未達成

目標値 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0

実績値 県平均＋3.6 県平均+2.1

達成状況 未達成

目標値 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0

実績値 県平均+6 県平均+5.6

達成状況 達成

目標値 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0 県平均+5.0

実績値 県平均+3.8 県平均+3.5

達成状況 未達成

総事業費 75,596 0 0 0 0

うち、一般財源額 70,027 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 80.1 80.3 80.5 80.7 81

実績値 79.9 80.1 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 13,596 0 0 0 0

うち、一般財源額 13,596 0 0 0 0

目標値 65.9 66.2 66.5 66.8 67

実績値 65.6 67.6 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 81.0以上 81.0以上 81.0以上 81.0以上 81.0以上

実績値 80.4 78.4 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 1,844 0 0 0 0

うち、一般財源額 297 0 0 0 0

目標値 72.3 72.5 72.7 72.9 73

実績値 72.2 72 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 7,849 0 0 0 0

うち、一般財源額 7,849 0 0 0 0

目標値 31 32 33 34 35

実績値 30 38.6 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 3,553

うち、一般財源額 3,553

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

学び合い、志を育むまちづくり

あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

施策の方向性

●「知・徳・体」のバランスのとれた「基礎・基本」の定着として、確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成を

図り、生涯にわたる学びの基盤を身に付けた児童生徒を育成します。

●課題発見・解決学習の推進により、主体的な学びを促進し、これからの社会で活躍するために必要な資質・能力

を身に付けた児童生徒を育成します。

教育委員会

1 全国学力・学習状況調査の教科に関する調査の結果（小学校） ポイント

4

広島県「基礎・基本」定着状況調査の教科の学習内容の定着状況（中学

校）

ポイント

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 全国学力・学習状況調査の教科に関する調査の結果（中学校） ポイント

3

広島県「基礎・基本」定着状況調査の教科の学習内容の定着状況（小学

校）

ポイント

01 小中連携教育充実事業

主体的に学ぶ児童の割合

(小学校)

％

千円

0

主体的に学ぶ生徒の割合

(中学校)

％

千円

02 体験活動推進事業

自分にはよいところがある

と思える児童の割合

％

千円

03 学校図書館教育充実事業

1か月に3冊以上本を読む児

童の割合(小学校)

％

千円

0

1か月に3冊以上本を読む生

徒の割合(中学校)

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 15,614

うち、一般財源額 14,104

事業費 170

うち、一般財源額 0

事業費 621

うち、一般財源額 0

事業費 81

うち、一般財源額 81

事業費 11,630

うち、一般財源額 10,630

事業費 123

うち、一般財源額 123

事業費 20,515

うち、一般財源額 19,794

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

小中連携教育充実事業 1 達成 高 低 事業継続

体験活動推進事業 1 未達成 高 高 事業継続

学校図書館教育充実事業 1 未達成 高 高 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 小中連携教育充実事業

2 体験活動推進事業

3 学校図書館教育充実事業

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

事業名称

1 教育一般事務事業 千円

2 人権教育研究推進事業 千円

3 「学びの変革」パイロット校事業 千円

4 小学校教育振興一般事務事業(学校教育課） 千円

5 小学校教育振興一般事務事業（各小学校） 千円

6 中学校教育振興一般事務事業（学校教育課） 千円

7 中学校教育振興一般事務事業（各中学校） 千円

8 千円

「なぜだろう・やってみたいと思う」という項目において、小学校より中学校が10ポイント以上低い状況にあり、中学校では生徒の学びへの意欲に課題があったため、中学校については、2つの指標

とも達成できなかったと考えられます。

自尊感情を高める活動の充実及び防災教育を取り入れた体験活動内容の充実を行います。

子ども司書の活用により子どもの読書活動を推進していきます。

9 千円

10 千円

新たに発生した課題・環境変化

９年間の連続した指導を行う小中連携の意義を明確にするとともに、小学校で取り組んでいる授業での課題設定の工夫等

を中学校でも進めることが必要です。系統的な指導方法のさらなる工夫改善に取り組むため、「小中連携教育充実事業」

により各中学校区における合同研修等、教職員の主体的な研修を促進していきます。

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

の

余

地

0 2

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業継続 未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続 未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

1

事業効果

教育部長　奥田　米穂

今後の方向性

事業継続 引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、県平均はすべて上回っており、対応方針に沿った見直しを実施し、引き続き目標値の達成を目指します。



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 小中連携教育充実事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 1 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策 1 社会を生き抜く力の育成

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成

211101

教育委員会 学校教育課

義務教育９年間における児童生徒の発達の段階に応じた系統性を踏まえた教育課程を理解し、授業改善

を進めるため、小・中学校教職員が協同で実施する研究組織による合同研修会を各中学校区で実施しま

した。

少人数指導やティームティーチング等、個々に応じたきめ細かい指導を行うため、中学校非常勤講師を

活用して授業改善を進めました。

成果と課題を検証し、その改善を図ることで授業改善の推進に役立てるとともに、継続的な検証改善サ

イクルを確立するため、学力調査を実施し、授業改善の成果を確認するとともに、新たな課題を見出し

改善を進めることができました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0 0 0 0

17,346

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0

13,596 15,948 17,346 17,346 17,346

H32年度

事

業

費

13,596 15,948 17,346 17,346

0 0

主体的に学ぶ児童の割合(小学

校)

％

80.1 80.3 80.5 80.7 81

80.1

達成

67

67.6

主体的に学ぶ生徒の割合(中学

校)

％

65.9 66.2 66.5 66.8

達成

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

学校教育課長　中坊　京子

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 体験活動推進事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 1 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策 1 社会を生き抜く力の育成

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成

211102

教育委員会 学校教育課

自然の中での集団宿泊活動を通して、豊かな心の育成や主体的に取り組む「課題発見・解決学習」能力

の育成を図るため、小学校5年生を対象に、3泊4日の宿泊体験活動を実施しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0 0 0 0

966

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

1,547 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0

297 933 932 966 966

H32年度

事

業

費

1,844 933 932 966

0 0

自分にはよいところがあると思

える児童の割合

％

81.0以上 81.0以上 81.0以上 81.0以上 81.0以上

78.4

未達成

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

集団の中で自分は役に立っている、周囲から認められていると児童自身が思えるように、他者からの評

価が得られるような取組みを検討します。

また、防災教育の視点を入れた体験活動の内容を充実させるため、学校が災害時の避難所であることを

ふまえ、避難所体験等も含めていくことも検討していきます。

学校教育課長　中坊　京子

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

体験活動の充実により自尊感情を高めていきたいと考えていますが、児童の意識の変容には至りません

でした。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 学校図書館教育充実事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 1 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策 1 社会を生き抜く力の育成

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成

211103

教育委員会 学校教育課

主体的な学びを促進するための学習センターとして図書室の充実を図るため、学校図書司書を1校当た

り週15時間配置しました。

学校図書司書を研修会へ参加させるとともに、司書教諭等との連絡協議会を開催しました。

各校図書室に図書システムを導入し、学習センター、情報センター等の機能の充実を図りました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0 0 0 0

11,401

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0

11,531 11,465 11,316 11,401 11,401

H32年度

事

業

費

11,531 11,465 11,316 11,401

0 0

1か月に3冊以上本を読む児童の

割合(小学校)

％

72.3 72.5 72.7 72.9 73

72

未達成

35

38.6

1か月に3冊以上本を読む生徒の

割合(中学校)

％

31 32 33 34

達成

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

課題発見・解決学習に図書室を活用できるよう司書教諭との連携や図書室利用オリエンテーションの充

実を図ることが必要です。また、「子ども司書」養成講座を受講した児童に活躍の場を与え、子どもの

読書活動を推進していきます。

学校教育課長　中坊　京子

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

各校で実施している朝読書等の日数が減少していることが要因として考えられます。英語タイム、学習

タイム等、他の学習活動を入れることにより読書の時間の確保が難しくなっています。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 1

単位施策名称 2 志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 82 82 82 82 82

実績値 80.6 81.7

達成状況 未達成

目標値 72 72 72 72 72

実績値 69.7 64.6

達成状況 未達成

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 9,521 0 0 0 0

うち、一般財源額 9,521 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 95.0以上 95.0以上 95.0以上 95.0以上 95.0以上

実績値 94.9 94.1 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 48 0 0 0 0

うち、一般財源額 48 0 0 0 0

目標値 16 20 30 40 50

実績値 14 16.7 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 9,473 0 0 0 0

うち、一般財源額 9,473 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

学び合い、志を育むまちづくり

あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

施策の方向性

●志を育てる教育を推進し、自分の良さを発見し、社会に貢献しようとする高い志を持ち挑戦する児童生徒を育成

します。

●国際化に対応した教育を推進し、外国語によるコミュニケーション能力の向上・定着を図るとともに、広い視野

を持ち他者と協働する能力を持った、グローバル社会に挑戦する児童生徒を育成します。

●情報化に対応した教育を推進し、ＩＣＴの活用による授業の質の向上、学びの多様化により、主体的に学ぶ児童

生徒を育成します。

教育委員会

1 「将来の夢や目標はかなうと思う」と答える児童生徒の割合（小学校） ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 「将来の夢や目標はかなうと思う」と答える児童生徒の割合（中学校） ％

3

01 志を育てる教育事業

人に役に立つ人間になりた

いと思う生徒の割合

％

千円

02 グローバル教育事業

中学校３年生の英語検定３

級以上取得率

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

志を育てる教育事業 1 未達成 高 高 事業継続

グローバル教育事業 1 達成 高 高 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 志を育てる教育事業

2 グローバル教育事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

事業名称

1 千円

2 千円

3 千円

4 千円

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

「夢や目標がある」の項目において、肯定的に回答した生徒の割合は県平均の+2.9ポイントでしたが、施策指標である「夢や目標はかなうと思う」の項目において肯定的な回答をする生徒の割合が低

い背景には、「自分にはよいところがある」の項目において肯定的な回答が昨年度より-3.2ポイントであることから、夢の実現に対する自信が十分に持てていないと考えられます。

小・中学校9年間の継続的なキャリア教育を推進します。

小学校から英語に慣れ親しむ活動及び中学校で英検取得を目指した取組みを推進します。

9 千円

10 千円

新たに発生した課題・環境変化

自分の考えを持ち、他者と協働的に学ぶことができる授業改善に取組む中で、児童生徒がお互いのよさを認められ

るような他者との関わりが必要です。それにより、グローバル社会に挑戦するための基礎的、基本的な学力を育成

し、自己を肯定的に認め、自己のよさを生かそうとする意欲を高める指導の充実を図ります。また、児童生徒が自

分のよさを認識できるよう教職員による肯定的な評価を積極的に行っていきます。

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

の

余

地

0 2

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業継続 対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

事業効果

教育部長　奥田　米穂

今後の方向性

事業継続 未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 志を育てる教育事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 1 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策 2 志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成

212101

教育委員会 学校教育課

小学校６年生対象：将来の夢や仕事について考え、また、社会の第一線で活躍する大人の姿を見ること

等により、夢の実現に向かい挑戦する気持ちを育てる教育の推進を図るため、「ドリームナビゲーショ

ン（夢への道しるべ）」を作成し、自分の夢や目標、周囲の人への思いをまとめました。

中学校２年生対象：社会の一員としての自覚を促すとともに、望ましい職業観・勤労観を育成するため

に、「キャリア・スタート・ウィーク職場体験学習｣を実施しました。

府中中学校及び府中緑ケ丘中学校生徒会執行部対象：両中学校の生徒会執行部が連携し、町づくりや社

会に貢献する活動について話し合うことを通じて志を育てる「リーダー研修会」を実施しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0 0 0 0

405

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0

48 447 405 405 405

H32年度

事

業

費

48 447 405 405

0 0

人に役に立つ人間になりたいと

思う生徒の割合

％

95.0以上 95.0以上 95.0以上 95.0以上 95.0以上

94.1

未達成

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

キャリア教育研修を実施し、小・中学校9年間の継続的な取組みになるよう検討を進めます。

学校教育課長　中坊　京子

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

中学校2年生を対象とした「志を育てる教育講演会」を実施する予定でしたが、講演会講師との日程調

整に時間を要したため、年度内に実施できませんでした。当該学年に対しては、3年生進級時へ延期し

ました。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 グローバル教育事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 1 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策 2 志を持ち未来へ挑戦する児童生徒の育成

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成

212102

教育委員会 学校教育課

外国語指導の充実を図るため、外国人指導助手の派遣日数を２００日から７０日増やすとともに、小学

校３年生及び４年生も対象としました。

中学校2・3年生を対象に、英検受検に係る費用を助成しました。

英検受検率は34.3％、中学校3年生の英検3級取得率は16.7％でした。

小学校低学年から英語に親しむ活動を取り入れるためフラッシュカードを導入しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0 0 0 0

11,390

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0

9,473 12,899 11,366 11,390 11,390

H32年度

事

業

費

9,473 12,899 11,366 11,390

0 0

中学校３年生の英語検定３級以

上取得率

％

16 20 30 40 50

16.7

達成

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

英検受験費用の助成に関し、平成29年度は学校教員を中心に研修会を実施するなど、周知の徹底を行

い、取得への取組み強化を図ります。また、小学校から英語に慣れ親しむ活動を取り入れていきます。

学校教育課長　中坊　京子

今後の方向性 事業継続

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。

平成２９年度から英検受験料（３級）が値上げされます。

（3級：2,800円から3,400円へ。）

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 1

単位施策名称 3 学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 3 7 7 7 7

実績値 1 1

達成状況 未達成

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 5,695 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,695 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 88.0 88.0 89.0 89.0 90.0

実績値 87 90.2 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 63 0 0 0 0

うち、一般財源額 63 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 コミュニティ・スクール推進事業

学校の教育を信頼(満足)し

ていると答える保護者の割

合

％

千円

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

学び合い、志を育むまちづくり

あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

施策の方向性

●開かれた学校・信頼される学校を目指して、学校・家庭・地域が協働して教育する「コミュニティ・スクール」

等の仕組みづくりを推進します。

教育委員会

1 コミュニティ・スクール指定校数 校

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 5,632

うち、一般財源額 5,632

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

コミュニティ・スクール推進事業 1 達成 高 高 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 コミュニティ・スクール推進事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っており、現在の施策の方向性は継続するものの、乖離要因を念頭に、対応方針に沿った見直しを実施することとします。

0

事業効果

教育部長　奥田　米穂

今後の方向性

事業継続 対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

学校教育法、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、社会教育法の一部改正により、府中町学校運営協議会規則の一部を改正する必要があります。

町内すべての学校が信頼され、児童生徒が安心して通える学校、保護者・地域が安心して通わせる学校になるため、学校

の取組みを広く周知するしくみを検討するとともに、保護者・地域と積極的に連携を図り、地域とともにある学校づくり

を推進します。

町内全ての学校においてコミュニティ･スクールを早急に導入できるよう、平成29年度中に学校運営協議会設置のための

準備委員会を開く等の取組みを実施します。

学校教育法、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、社会教育法の一部改正により、府中町学校運営協議会規則の一

部を改正し、これをもとに、各校に対し設置に向け具体的な助言を行っていきます。

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

の

余

地

0 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

新たに発生した課題・環境変化

各校とも学校の取組みを発信し、家庭や地域の力を活用して学校教育の充実を図りましたが、学校運営協議会を設置するための具体的な動きには至りませんでした。

学校教育法、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、社会教育法の一部改正により、府中

町学校運営協議会規則の一部を改正し、これをもとに、各校に対し設置に向け具体的な助言を

行っていきます。

9 千円

10 千円

7 千円

8 千円

5 千円

6 千円

3 千円

4 千円

1 学校運営改善対策事業 千円

2 千円

事業名称



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 コミュニティ・スクール推進事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 1 あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

単位施策 3 学校・家庭・地域が協働した児童生徒の教育の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

学校の教育を信頼(満足)してい

ると答える保護者の割合

％

88.0 88.0 89.0 89.0 90.0

90.2

達成

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0 0 0

63 387 600 600 600

H32年度

事

業

費

63 387 600 600

0 0

0 0 0 0 0

600

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

平成

213101

教育委員会 学校教育課

地域の力を学校教育に生かすコミュニティ・スクール導入の推進

　講師を招聘し、学校・保護者・地域を対象に研修会を実施しました。その中では、府中南小学校の実

践を紹介しました。

積極的な情報発信や文化・スポーツ等に関する地域の人材の活用

　各校ともに非常勤講師やサポーターとして地域の力を生かしました。また、府中南小学校ではコミュ

ニティ・スクール便りやリーフレットを作成し情報を発信しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

町全体では、目標値を達成しましたが、学校別では目標値を上回ったのは４校でした。町内すべての学

校が信頼され、児童生徒が安心して通える学校、保護者・地域が安心して通わせる学校になるため、学

校の取組みを広く周知する仕組みを検討するとともに、保護者・地域と積極的に連携を図り、地域とと

もにある学校づくりを推進します。

学校教育課長　中坊　京子

今後の方向性 事業継続

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。

学校教育法、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、社会教育法の一部改正により、府中町学校運

営協議会規則の一部を改正する必要があります。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 1

単位施策名称 4 児童生徒一人ひとりの自立を目指した就学支援の充実

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 86 86 86 86 86

実績値 84.1 81.3

達成状況 未達成

目標値 72 72 72 72 72

実績値 71.2 75.7

達成状況 達成

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 127,551 0 0 0 0

うち、一般財源額 126,722 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

学び合い、志を育むまちづくり

あいさつ・感謝・志を柱とした学校教育の推進

施策の方向性

●教育の機会均等を実現するため、児童生徒一人ひとりに応じた支援により、生きる力を育成します。

教育委員会

1 「授業がよく分かる」と答える児童生徒の割合（小学校） ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 「授業がよく分かる」と答える児童生徒の割合（中学校） ％

3

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 947

うち、一般財源額 947

事業費 12,274

うち、一般財源額 12,274

事業費 31,325

うち、一般財源額 31,325

事業費 565

うち、一般財源額 565

事業費 16

うち、一般財源額 16

事業費 38,631

うち、一般財源額 38,245

事業費 14,999

うち、一般財源額 14,999

事業費 117

うち、一般財源額 117

事業費 875

うち、一般財源額 875

事業費 27,802

うち、一般財源額 27,359

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

児童生徒の発達の段階に応じて、一人一人に確かな学力を身に付けさせるため、特別支援教育の視点に基づいた授業改善

の充実を図っていくことが課題です。分かるよろこびを実感できるようにするために、「見やすい」「聞きやすい」学習

環境の設定、学習規律の設定と徹底、肯定的な評価、ペアによる話し合い活動等の学習形態の工夫等、特別支援教育の考

え方に基づいた授業づくりを行っていきます。学力調査の平均通過率が30％未満の児童生徒に対しては、個別指導を行う

等、個に応じたきめ細かい指導に努めます。

また、児童生徒の意識調査では、各教科が「好きである」と答える割合が県平均を下回る教科が複数あり、教科への興

味・関心を持たせることに課題があります。「なぜだろう。」「もっと考えてみたい。」と興味・関心を持たせ主体的に

学ぶ意欲を育むよう、課題設定や導入の工夫を充実させていきます。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

の

余

地

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 就学関係事業 千円

2 教育相談事業 千円

千円

3 小学校特別支援教育事業（学校教育課） 千円

4 小学校特別支援教育事業（各小学校） 千円

9 中学校就学援助奨励事業（学校教育課）

5 小学校就学援助奨励事業（学校教育課） 千円

6 小学校就学援助奨励事業（各小学校） 千円

7 中学校特別支援教育事業（学校教育課） 千円

8 中学校特別支援教育事業（各中学校）

千円

10 中学校就学援助奨励事業（各中学校） 千円

今後の方向性

教育部長　奥田　米穂

各校の通常学級において発達障害や発達障害が疑われる児童生徒が増加しており、一人一人の実態に応じた対応が十分に行われていない可能性があります。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 2

単位施策名称 1 生涯各期に応じた学習機会の提供

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 1,070 1,080 1,090 1,100 1,110

実績値 1,053 1,278

達成状況 達成

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 70,524 0 0 0 0

うち、一般財源額 67,468 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 19,400 19,500 19,600 19,700 19,800

実績値 19,326 20,944 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 1,896 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,896 0 0 0 0

目標値 17,050 17,100 17,150 17,200 17,200

実績値 17,031 22,664 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 261,000 262,000 263,000 264,000 265,000

実績値 256,716 256,873 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 13,365 0 0 0 0

うち、一般財源額 13,365 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

02 図書館活動事業 図書館入館者数

人

千円

千円

01 公民館活動事業 利用者数(府中公民館)

人

千円

0 利用者数(府中南公民館)

人

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

学び合い、志を育むまちづくり

学び合い生きがいを育む社会教育の充実

施策の方向性

●生涯各期に応じた学習機会の充実を図るとともに、学習活動で得た成果をボランティア活動や地域の指導者とし

て生かす仕組みづくりを目指します。

●家庭教育を支援する学習プログラム講座を開催するスタッフ・リーダーの育成を行うとともに、公民館等を中心

に学習・交流機会を提供します。

●情報拠点としての図書館運営の充実に努め、住民の読書活動を支援するとともに、ボランティアの育成に継続し

て取り組みます。

教育委員会

1 生涯学習活動数 件

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 19,115

うち、一般財源額 19,115

事業費 330

うち、一般財源額 330

事業費 3,000

うち、一般財源額 3,000

事業費 2,000

うち、一般財源額 667

事業費 21,323

うち、一般財源額 19,658

事業費 9,495

うち、一般財源額 9,437

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

公民館活動事業 1 達成 高 高 事業継続

図書館活動事業 1 未達成 高 高 手法改善

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 公民館活動事業

2 図書館活動事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

未達成の事務事業に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

手法改善

千円

10 千円

今後の方向性

教育部長　奥田　米穂

利用者ニーズを踏まえながら蔵書鮮度を保ち、入館者数が目標値に達するよう努めます。

9

5 公民館管理運営事業 千円

6 図書館管理運営事業 千円

7 千円

8 千円

3 青少年健全育成事業 千円

4 放課後子ども教室推進事業 千円

1 社会教育一般事務事業 千円

2 成人式事業 千円

事業名称

公民館では今後も様々な事業を展開するとともに、学びの成果を地域へ還元するため、今後もボランティアの更なる発

掘・育成に努めます。

図書館は一般的に開館から５～１０年経過すると入館者数や貸出冊数は減少に転じる傾向が見られ、府中町も同様に入館

者数が減少しています。貸出冊数の内訳としては、大人対象の本の貸出が減少している一方で児童本の貸出は増加してい

るため、今後もそういった利用者ニーズを踏まえながら蔵書の鮮度を保ち、入館者数が目標値に達するよう努めていきま

す。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

の

余

地

0 2

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 公民館活動事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 2 学び合い生きがいを育む社会教育の充実

単位施策 1 生涯各期に応じた学習機会の提供

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

H32年度

17,200

22,664利用者数(府中南公民館) 人

17,050 17,100 17,150 17,200

達成

利用者数(府中公民館) 人

19,400 19,500 19,600 19,700 19,800

20,944

達成

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0

1,896 2,141 2,101 2,101 2,101

2,101

0 0

0 0 0 0 0

2,101

平成

221101

教育委員会 社会教育課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

生涯学習の拠点として、府中公民館及び府中南公民館において、幅広い年代の町民を対象に、地域活動

や学習機会の提供を図るため、各種主催事業を実施しました。

・乳幼児期の子どもを持つ保護者を対象に、学習・交流の場の提供による家庭教育の支援

　（119回　4,607人）

・青少年（主に小学生）を対象に、地域の方等を講師に迎え、放課後子ども教室など様々な体験・

　学習会の実施（263回　4,538人）

・成人を対象にした、パソコン、ストレッチ、医療、健康、経済金融講座等、現代社会の課題に

　対応した講座の実施（104回　2,369人）

・高齢者を対象に、学習会やクラブ活動等を通じて相互の親睦と生きがいづくり、地域社会への

　参画の機会を提供（205回　3,311人）

各種団体の学びの活動を支援し、地域との交流を図りました。

・定期活動グループや地域団体等との協力連携事業の企画実施（24回　24,592人）

・多様なボランティアグループの活動を支援するため、ボランティア活動に関する情報及び学習

　機会の提供（428回　1,201人）

定期活動グループによる学習成果の還元をすすめ、地域との交流を図りました。

（126回　2,990人）

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

事

業

費

1,896 2,141 2,101



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性

事業継続

公民館では今後も様々な事業を展開するとともに、学びの成果を地域へ還元するため、ボランティアの

更なる発掘・育成に努めます。

社会教育課長　山下　賢二

今後の方向性 事業継続

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 図書館活動事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 2 学び合い生きがいを育む社会教育の充実

単位施策 1 生涯各期に応じた学習機会の提供

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成

221102

教育委員会 社会教育課

ボランティア養成講座を開催（３回）し、読み聞かせのボランティアを養成しました。

利用者のニーズに応えるため、図書資料を3,751冊購入しました。

　（入館者256,873人　貸出冊数303,896冊）

図書館への来館を促し、読書への関心を育むため、一般、児童、乳幼児向けに各種イベントを企画、開

催しました。

・本の探し方や利用の仕方等を体験する「図書館活用講座」（３回）

・本のリサイクル市やボランティアによるおはなし会を行う「図書館まつり」

・お母さんと２歳までの子どもを対象とした「おはなし会」（毎週金曜日）

・小学生を対象に図書司書を体験する「子ども司書」（３回）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0 0 0 0

16,314

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 62 46 46 46

13,365 14,876 14,077 15,484 16,268

H32年度

事

業

費

13,365 14,938 14,123 15,530

0 0

図書館入館者数 人

261,000 262,000 263,000 264,000 265,000

256,873

未達成

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

手法改善

大人対象の本で貸出が減少している一方で児童本の貸出は増加しているため、そういった利用者ニーズ

を踏まえながら蔵書の鮮度を保ち、入館者数が目標値に達するよう努めていきます。

社会教育課長　山下　賢二

今後の方向性 手法改善

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

図書館は一般的に開館から５～１０年経過すると入館者数や貸出冊数は減少に転じる傾向が見られ、府

中町も同様に入館者数が減少しています。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 2

単位施策名称 2 芸術・文化の普及・振興

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 437 447 457 467 470

実績値 427 424

達成状況 未達成

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 10,387 0 0 0 0

うち、一般財源額 8,823 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 91 96 101 106 111

実績値 86 99 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 6,411 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,361 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

学び合い、志を育むまちづくり

学び合い生きがいを育む社会教育の充実

施策の方向性

●様々な文化に触れるためのイベント等を開催するとともに、文化団体相互の連携を推進し、発表機会の提供や活

動の支援を通じて、町内における芸術・文化活動を推進します。

●文化財の保存と活用を図り、府中町の歴史・文化等を発掘するとともに、体験、学習による普及・啓発を図りま

す。

教育委員会

1 芸術文化イベント参加者及び活動者数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 文化財保護事業

ふるさと再発見講座参加者

数

人

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 563

うち、一般財源額 563

事業費 2,863

うち、一般財源額 2,849

事業費 550

うち、一般財源額 50

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

文化財保護事業 1 達成 高 高 手法改善

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 文化財保護事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

ふるさと再発見事業では開催内容や時期、講師選定などの見直しを検討するとともに、アンケートで実際に文化財をめぐ

り解説をしてほしいなどの要望があったので、できるだけ要望に沿って多くの方が参加できるよう来年度以降工夫しま

す。

引き続き、あきふちゅう文化協会への補助金等を通じて地域文化活動の支援を行います。

また、あきふちゅう文化協会の会員数の増加については、青年層の取込み（裾野の拡大）や高齢化社会に対応した方策な

どの検討が必要です。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

の

余

地

0 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 文化財一般事務事業 千円

2 歴史民俗資料館管理運営事業 千円

千円

3 生涯学習推進事業 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

教育部長　奥田　米穂

芸術文化イベント参加者及び活動者数は、ふるさと再発見講座延べ受講者とあきふちゅう文化協会会員数の和としています。ふるさと再発見講座の受講者は増加しましたが、あきふちゅう文化協会の

会員数は減少し、結果として未達成となりました。

開催内容や時期、講師選定などの見直しを行います。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。手法改善



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 文化財保護事業 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 2 学び合い生きがいを育む社会教育の充実

単位施策 2 芸術・文化の普及・振興

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

普及・啓発事業として「ふるさと再発見講座」を実施するなど文化財保護事業を行いました。

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

222101

教育委員会 社会教育課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

事

業

費

6,411 2,570 2,134 70

0 0

0 0 0 0 0

70

財

源

内

訳

1,000 1,046 1,032 0 0

0 0 0

50 0

5,361 1,524 1,102 70 70

ふるさと再発見講座参加者数 人

91 96 101 106 111

99

達成

H32年度

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 手法改善

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。

開催内容や時期、講師選定などの見直しを検討するとともに、アンケートで実際に文化財をめぐり解説

をしてほしいなどの要望があったので、できるだけ要望に沿って多くの方が参加できるよう来年度以降

工夫していきます。

社会教育課長　山下　賢二

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性

手法改善



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 2

単位施策名称 3 スポーツの振興

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 398,000 398,250 398,500 398,750 399,000

実績値 397,583 399,010

達成状況 達成

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 12,412 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,196 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

学び合い、志を育むまちづくり

学び合い生きがいを育む社会教育の充実

施策の方向性

●多様な世代がスポーツに親しみ、互いに交流する場として、社会体育施設の活用推進を図ります。

●健康・スポーツの振興を支援する人材の養成・維持・活用を行うとともに、住民のニーズに対応した地域スポー

ツを振興し、住民の健康・体力づくりを推進します。

教育委員会

1 社会体育施設利用者数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 2,043

うち、一般財源額 2,043

事業費 1,590

うち、一般財源額 1,590

事業費 466

うち、一般財源額 466

事業費 8,313

うち、一般財源額 97

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

　引き続き、町民の健康・体力づくりのための事業を推進し、その活動拠点として社会体育施設等を積極的に提供しま

す。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

の

余

地

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 保健体育一般事務事業 千円

2 夏季学校プール開放事業 千円

千円

3 学校体育施設開放事業 千円

4 くすのきプラザ体育施設管理運営事業 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

教育部長　奥田　米穂

 

　

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 2

基本施策 3

単位施策名称 1 教育施設・設備の充実

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 7 8 8 8 9

実績値 7 7 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 1,499,917 0 0 0 0

うち、一般財源額 216,234 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 - 100 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 100 - - - -

実績値 99.6 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 1,274,487 0 0 0 0

うち、一般財源額 53,834 0 0 0 0

目標値 55.2 100 - - -

実績値 16.4 40.7 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 - 9 100 - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 27,633 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,506 0 0 0 0

目標値 18.6 100 - - -

実績値 - 17.0 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 - 100 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 - 1.6 10.6 55.3 100

実績値 - 0.8 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 7,551 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,131 0 0 0 0

目標値 100 - - - -

実績値 - 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 20,412 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 - - - 0.4 9.4

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

学び合い、志を育むまちづくり

安心・安全で質の高い教育環境の整備

施策の方向性

●計画的かつ効果的な施設整備を実現するため、学校施設の標準的な仕様を策定します。

●多様な学習活動に対応した機能的で質の高い教育環境の整備・充実を目指します。

●安心・安全な教育環境を確保するとともに、学校のバリアフリー化を目指します。

●「学びの好循環システム」を構築する拠点として、社会教育施設の充実を図ります。

教育委員会

1 教育施設の耐震施設数（社会教育施設等含む） 施設

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 教育施設改修等事業 教育施設の標準仕様の策定

％

千円

02 小・中学校施設耐震化事業

耐震化事業進捗率(事業費

ベース、小学校)

％

千円

0

耐震化事業進捗率(事業費

ベース、中学校)

％

千円

03 小・中学校施設改修等事業

空調設備設置事業進捗率

(事業費ベース、小学校)

％

千円

0

空調設備設置事業進捗率

(事業費ベース、中学校)

％

千円

04 社会体育施設改修等事業

揚倉山健康公園クラブハウ

ス改修事業進捗率(事業費

ベース)

％

千円

05 府中公民館等改築事業

施設改修進捗率(事業費

ベース)

％

千円

06 府中南公民館改修事業 空調設備改修事業進捗率

％

千円

0

施設改修進捗率(事業費

ベース)

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 8,324 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,914 0 0 0 0

事業費 39,072 0 0 0 0

うち、一般財源額 39,072 0 0 0 0

事業費 5,456 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,456 0 0 0 0

事業費 15,797 0 0 0 0

うち、一般財源額 15,797 0 0 0 0

事業費 1,822 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,822 0 0 0 0

事業費 10,919 0 0 0 0

うち、一般財源額 10,919 0 0 0 0

事業費 3,767 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,767 0 0 0 0

事業費 42,042 0 0 0 0

うち、一般財源額 37,928 0 0 0 0

事業費 12,156 0 0 0 0

うち、一般財源額 11,080 0 0 0 0

事業費 30,479 0 0 0 0

うち、一般財源額 24,008 0 0 0 0

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

教育施設改修等事業 1 - - - -

小・中学校施設耐震化事業 1 未達成 高 低 事業継続

小・中学校施設改修等事業 1 未達成 高 低 事業継続

社会体育施設改修等事業 1 - - - -

府中公民館等改築事業 1 達成 高 高 事業継続

府中南公民館改修事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 教育施設改修等事業

2 小・中学校施設耐震化事業

3 小・中学校施設改修等事業

4 社会体育施設改修等事業

5 府中公民館等改築事業

6 府中南公民館改修事業

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

3

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 木の香る学習環境整備事業 千円

2 小学校維持管理事業（総務課） 千円

千円

3 小学校維持管理事業（各小学校） 千円

4 中学校維持管理事業（総務課） 千円

9 社会体育施設維持管理事業

5 中学校維持管理事業（各中学校） 千円

6 公民館維持管理事業 千円

7 歴史民俗資料館維持管理事業 千円

8 くすのきプラザ維持管理事業

千円

10 揚倉山健康運動公園体育施設維持管理事業 千円

今後の方向性

教育部長　奥田　米穂

引き続き工事を実施していきます。（平成３０年１月完了予定）

引き続き工事を実施していきます。また、小学校５校については１年前倒して設置するため、

平成２９年度工事に着手します。

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

平成２９年度実施予定

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

平成２９年度実施予定

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

-

事業継続

事業継続

-

事業継続

事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 3 安心・安全で質の高い教育環境の整備

単位施策 1 教育施設・設備の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

平成２７年度に着手した府中中学校の耐震化工事を引き続き実施しました。（平成３０年１月完了予

定）

0

0

0

0

0

平成

小・中学校施設耐震化事業 231102

教育委員会 総務課

府中中央小学校の耐震化工事を実施しました。（平成２９年４月から新校舎で授業開始）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

1,274,487 1,945,033 0 0 0

財

源

内

訳

158,553 112,767 0

1,062,100 1,741,900 0 0 0

0 0 0 0 0

53,834 90,366 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

耐震化事業進捗率(事業費ベー

ス、小学校)

％

100 - - - -

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

-

40.7 0 0 0 0

耐震化事業進捗率(事業費ベー

ス、中学校)

％

55.2 100 - -

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

引き続き工事を実施していきます。（平成３０年１月完了予定）

総務課長　谷口　充寿

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を

継続することとします。

0

年度当初、給食棟新築工事にかかる国庫補助が付かず、補正予算での対応となったため進捗率が目標に

達しませんでした。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 3 安心・安全で質の高い教育環境の整備

単位施策 1 教育施設・設備の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

府中緑ヶ丘中学校の空調工事に着手しました。（平成２９年５月完了予定）

府中緑ヶ丘中学校の手すり設置工事を実施しました。

小学校５校の空調設備を１年前倒して設置するため、設計業務に着手するとともに（平成２９年５月完

了予定）、完了後は引き続き工事を実施します。（平成３０年３月完了予定）

0

0

0

平成

小・中学校施設改修等事業 231103

教育委員会 総務課

府中中学校及び府中緑ケ丘中学校の空調設備設置に係る設計業務を実施しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

27,633 472,715 366,118 0 0

財

源

内

訳

3,527 82,798 61,088

19,600 375,400 227,300 0 0

0 0 0 0 0

4,506 14,517 77,730 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

空調設備設置事業進捗率(事業費

ベース、小学校)

％

- 9 100 - -

- 0 0 0 0

- 0 0 0 0

-

17.0 0 0 0 0

空調設備設置事業進捗率(事業費

ベース、中学校)

％

18.6 100 - -

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

引き続き工事を実施していきます。また、小学校５校については１年前倒して設置するため、平成２９

年度工事に着手します。

総務課長　谷口　充寿

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を

継続することとします。

0

年度当初、府中中学校空調工事にかかる国庫補助が付かず、補正予算での対応となったため進捗率が目

標に達しませんでした。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 3 安心・安全で質の高い教育環境の整備

単位施策 1 教育施設・設備の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

平成

府中公民館等改築事業 231105

教育委員会 社会教育課

府中公民館及び歴史民俗資料館の全３棟の耐震診断を実施しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

26,866 26,866

0 0 0 0 0

事

業

費

7,551 26,100 80,000 400,000 400,000

財

源

内

訳

2,420 0 0

0 0 60,000 287,800 287,800

0 0 0 0 0

5,131 26,100 20,000 85,334 85,334

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

施設改修進捗率(事業費ベース) ％

- 1.6 10.6 55.3 100

0.8 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成２９年度は府中公民館等の改築のため基本設計及び実施設計を行います。

社会教育課長　山下　賢二

今後の方向性 事業継続

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。

0

0

府中公民館等の改築にあたり、歴史民俗資料館を複合化する予定であるため、公民館の基本設計や実施

設計を行う前に、歴史民俗資料館の基本構想及び展示計画策定業務を行う必要があります。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 2 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 3 安心・安全で質の高い教育環境の整備

単位施策 1 教育施設・設備の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

平成

府中南公民館改修事業 231106

教育委員会 社会教育課

安全・快適な活動環境を確保するため一部故障していた府中南公民館の空調の改修を行いました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

1,004 0

20,412 0 0 15,000 0

事

業

費

20,412 0 0 5,122 80,000

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 60,000

0 0 0 0 0

0 0 0 -10,882 20,000

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

空調設備改修事業進捗率 ％

100 - - - -

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

9.4

- 0 0 0 0施設改修進捗率(事業費ベース) ％

- - - 0.4

- 0 0 0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

社会教育課長　山下　賢二

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 1

単位施策名称 1 低炭素型のまちづくりの推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 1,336.84 1,323.58 1,310.32 1,297.06 1,283.80

実績値 1,350.10 1,779.00 0.00 0.00 0.00 0.00

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 4,836 0 0 0 0

うち、一般財源額 76 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 3,255,018 3,161,263 3,067,508 2,973,753 2,880,000

実績値 3,348,773 2,566,325 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 2,160 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 10.2 12.2 14.2 16.2 18.2

実績値 8.2 16.05 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 2,676 0 0 0 0

うち、一般財源額 76 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

総合的な環境対策の推進

施策の方向性

●まち全体として温室効果ガスを削減させる低炭素型の社会システムづくりを推進します。

●二酸化炭素吸収源の一翼を担う森林の適正な管理を行い、自然環境の保全を図ります。

生活環境部

1 府中町の温室効果ガス排出量の削減 千t-co2

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 低炭素型社会づくり推進事業

公共施設における二酸化炭

素排出量

ｋｇ

千円

02 府中の森づくり事業 間伐実施面積(累計)

ｈａ

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

低炭素型社会づくり推進事業 1 達成 高 低 事業継続

府中の森づくり事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 低炭素型社会づくり推進事業

2 府中の森づくり事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

町の施設や家庭部門の排出量は削減されていますが、全体に占める産業部門の比重が大きいため、未達成となっていま

す。景気動向に左右される側面はあるものの、企業にも温室効果ガス排出量の削減努力を求めていくことなどが必要と

なってきます。

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

景気の回復により製造業の製造品出荷量が増加することで温室効果ガス排出量も増加するため、景気動向に大きく左右されます。

事業名称

1 千円

2 千円

千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

府中町の温室効果ガス排出量については、産業部門が全体の８割を占めており、その企業の製造品出荷量の増減に大きく左右されます。

平成２８年度はその景気動向から温室効果ガス排出量が増加したものです。

未達成ですが、目標値到達率は６０％を超えていることから、乖離要因に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 1 総合的な環境対策の推進

単位施策 1 低炭素型のまちづくりの推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

太陽光発電システムをふれあい福祉センター（10ｋｗ）及び北交流センター（10ｋｗ）に設置しまし

た。

公共施設の電気使用の契約をCO2排出係数の低い電力業者（丸紅）に契約変更を行いました。

0

0

0

0

平成

低炭素型社会づくり推進事業 311101

生活環境部 環境課

府中町の組織が率先して温暖化対策事業を行うため、CO2ポテンシャル診断を２施設(福寿館、府中小学

校）で行いました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

2,160 12,160 0 0 4,730

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

2,160 12,160 0 0 0

0 0 0 0 4,730

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

公共施設における二酸化炭素排

出量

ｋｇ

3,255,018 3,161,263 3,067,508 2,973,753 2,880,000

2,566,325

0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

環境課長　屋敷　学

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

電力契約を半数以上の施設がCO2排出係数の低い電力業者との契約に換えたためCO2排出量は減少してい

ますが、実際の電力使用量は増加しています。平成29年度以降に、北交流センターの施設増、小中学校

の普通教室のエアコン設置等が控えているため、今後の取り組みが重要となっています。

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 1 総合的な環境対策の推進

単位施策 1 低炭素型のまちづくりの推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

放置森林整備（広葉樹等除伐）を２．３ｈａ実施しました。

みくまりの森サポートクラブが石コロビ池周辺の森林整備を実施しました。

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

1 1 1

平成

311102

生活環境部 環境課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

府中の森づくり事業

事

業

費

2,676 2,808 2,501 2,501

2,500 2,500

0 0 0 0 0

2,501

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

2,600 2,600 2,500

0 208

76 0 0 0 0

間伐実施面積(累計) ｈａ

10.2 12.2 14.2 16.2 18.2

16.05 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

0

環境課長　屋敷　学

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 1

単位施策名称 2 自然と共生する快適環境の推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 162,700 173,600 184,500 195,400 206,300

実績値 151,800 155,577 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 187,894 0 0 0 0

うち、一般財源額 174,881 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 53.7 67.2 76.9 87.6 100

実績値 - 53.7 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 10,916 0 0 0 0

うち、一般財源額 440 0 0 0 0

目標値 - 100 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 100 100 100 100 100

実績値 88 88 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 2,586 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,489 0 0 0 0

目標値 - - - 50 100

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

総合的な環境対策の推進

施策の方向性

●市街地の公園で自然とふれあえる場や、緑化の推進を図ります。

●自然と身近に共生できる環境を確保するため、水辺を保全・活用し、四季を通じた憩いと心の環境づくりを推進します。

●良好な空気・水・土壌が確保されるよう、関係機関と連携した取り組みを行います。

生活環境部

1 自然に身近な公園の来園者数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 公園改修等事業

実施計画期間中の事業進捗

率(事業費ベース)

％

千円

0 公園遊具再整備計画の策定

％

千円

02 身近な環境保全事業 環境基準値の達成率

％

千円

03 林業施設改良等事業

実施計画期間内事業進捗率

(事業費ベース)

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 3,903 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,635 0 0 0 0

事業費 3,221 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,325 0 0 0 0

事業費 245 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 99,946 0 0 0 0

うち、一般財源額 99,946 0 0 0 0

事業費 11,460 0 0 0 0

うち、一般財源額 11,460 0 0 0 0

事業費 125 0 0 0 0

うち、一般財源額 118 0 0 0 0

事業費 1,485 0 0 0 0

うち、一般財源額 546 0 0 0 0

事業費 16,071 0 0 0 0

うち、一般財源額 15,986 0 0 0 0

事業費 2,161 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,161 0 0 0 0

事業費 35,775 0 0 0 0

うち、一般財源額 35,775 0 0 0 0

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

公園改修等事業 1 達成 高 低 事業継続

身近な環境保全事業 1 未達成 高 低 事業継続

林業施設改良等事業 1 - - - -

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 公園改修等事業

2 身近な環境保全事業

3 林業施設改良等事業

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

平成２９年度に府中町公園整備計画を策定し、具体的な自然と共生する快適環境の推進事業を実施していきます。

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 環境衛生一般事務事業 千円

2 土砂等収集処理事業 千円

千円

3 浄化槽維持管理促進事業 千円

4 広域し尿処理施設運営費負担金事業 千円

9 公園一般事務事業

5 浄化槽減少化対策事業 千円

6 林業総務事業 千円

7 有害鳥獣捕獲事業 千円

8 水分峡森林公園等維持管理事業

千円

10 公園維持管理事業 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

自然に身近な公園の来園者数は、みくまり峡森林公園と揚倉山健康運動公園の来場者が見込み数を下回ったことによるものです。

河川や大気等は環境基準値内で良好に保全されているため引き続き事業を行います。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続すること

とします。

平成３１年度から実施予定

事業継続

事業継続

-



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 1 総合的な環境対策の推進

単位施策 2 自然と共生する快適環境の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

浜田本町の緑地にベンチを設置しました。

0

0

0

0

0

平成

公園改修等事業 312101

生活環境部 環境課

石井城公園における便所新築工事を行いました。

多目的トイレ１式、小便器１式　　建物面積6.81㎡

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

10,476 0 0 0 282

事

業

費

10,916 16,716 2,148 2,390 2,749

財

源

内

訳

0 0 0

0 10,200 0 0 0

0 0 0 0 0

440 6,516 2,148 2,390 2,467

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

実施計画期間中の事業進捗率(事

業費ベース)

％

53.7 67.2 76.9 87.6 100

53.7 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

-

- 0 0 0 0公園遊具再整備計画の策定 ％

- 100 - -

- 0 0 0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成２９年度に遊具等再整備計画を策定し、計画的に公園の再整備を行います。

環境課長　屋敷　学

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 1 総合的な環境対策の推進

単位施策 2 自然と共生する快適環境の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

団体や事業所、町内会と一緒に空き缶等散乱ごみ追放キャンペーン（冬季のみ　14団体･企業250名、町

内会3,761名）とクリーン太田川（14団体・企業173名）を行い幹線道路や水路・河川清掃を行いまし

た。

大気・水質・騒音・振動・ダイオキシンに係る定点監視を継続して行いました。

0

0

0

0

平成

身近な環境保全事業 312102

生活環境部 環境課

町内小学校５校を対象にキッズ環境調査プロジェクトとして小学校と連携した環境調査を行いました。

また、水生生物の観察会や川の役割、町の環境ボランティアなど要望に併せて環境学習を行いました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

97 203 70 70 70

事

業

費

2,586 6,589 3,213 3,213 3,213

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2,489 6,386 3,143 3,143 3,143

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

環境基準値の達成率 ％

100 100 100 100 100

88 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

幹線道路騒音の指標が未達成のみであり、河川や大気等は環境基準値内で良好に保全されているため引

き続き事業を行います。

環境課長　屋敷　学

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成

を目指し、事業を継続することとします。

0

工場壁に面する交通量の多い県道の道路騒音について、環境基準値を超えていますが、県に改善要請で

きる要請限度値を上回っていないこと、及び計測地点に民家がないため苦情や改善要望もないことから

このまま監視を継続します。なお、その他の大気、水質、ダイオキシンは環境基準を満足しています。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 1

単位施策名称 3 資源循環による環境負荷の低減

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 14.9 15.9 16.1 16.5 16.9

実績値 11.8 13.7 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 828,690 0 0 0 0

うち、一般財源額 814,139 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 4,176 4,050 4,349 4,169 3,975

実績値 3,986 4,342 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 49 0 0 0 0

うち、一般財源額 49 0 0 0 0

目標値 578.7 572.9 569.1 565.3 561.5

実績値 586.6 565.6 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 廃棄物の適正処理推進事業 事業系一般ごみの排出量

ｔ

千円

0 家庭ごみ排出量

ｇ/人・日

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

総合的な環境対策の推進

施策の方向性

●ごみを適正に処理するため、分別・収集・処分までの効率的な仕組みづくりを推進します。

生活環境部

1 ごみのリサイクル率 ％

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 31 0 0 0 0

うち、一般財源額 31 0 0 0 0

事業費 321 0 0 0 0

うち、一般財源額 321 0 0 0 0

事業費 13,238 0 0 0 0

うち、一般財源額 13,218 0 0 0 0

事業費 165,564 0 0 0 0

うち、一般財源額 151,614 0 0 0 0

事業費 26,575 0 0 0 0

うち、一般財源額 25,994 0 0 0 0

事業費 11,893 0 0 0 0

うち、一般財源額 11,893 0 0 0 0

事業費 11,879 0 0 0 0

うち、一般財源額 11,879 0 0 0 0

事業費 574,516 0 0 0 0

うち、一般財源額 574,516 0 0 0 0

事業費 24,624 0 0 0 0

うち、一般財源額 24,624 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

廃棄物の適正処理推進事業 1 未達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 廃棄物の適正処理推進事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続すること

とします。

事業継続

千円

10 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

個別にリサイクル業者と契約しているマンションのリサイクル量が把握できていないため、リサイクル率が目標値まで伸びませんでした。

未達成となった事業系一般ごみの増加要因を調べるための調査を実施します。

9 大型ごみ収集運搬事業

5 一般廃棄物最終処分事業 千円

6 容器包装リサイクル事業 千円

7 清掃車両維持管理事業 千円

8 広域ごみ処理施設管理運営費負担金事業 千円

3 環境センター維持管理事業 千円

4 家庭ゴミ収集運搬・選別事業 千円

1 清掃総務一般事務事業 千円

2 塵芥処理一般事務事業 千円

事業名称

マンションが個々に行っているリサイクルの委託契約状況を調査する仕組作りをするとともに、雑がみの分別収集ができ

るよう準備を進めリサイクル率の向上を図ります。

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 1 総合的な環境対策の推進

単位施策 3 資源循環による環境負荷の低減

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

561.5

565.6 0 0 0 0家庭ごみ排出量

ｇ/

人・日

578.7 572.9 569.1 565.3

達成 0 0 0 0

49 9,430 155 1,178 6,203

事業系一般ごみの排出量 ｔ

4,176 4,050 4,349 4,169 3,975

4,342 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

H32年度

事

業

費

49 9,430 155 1,178

0 0

0 0 0 0 0

6,203

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0

平成

313101

生活環境部 環境課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

廃棄物の適正処理推進事業

ごみの資源化・適正化推進に向け市町アンケートや調査を行い、今後の計画推進の方針を決定しまし

た。

0

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続

0

ごみ処理を業者に委託するマンションのごみが事業所ごみとして処理されたり、介護施設の紙おむつな

どの増加、また、大型商業施設の増床などが増加要因として考えられます。

ごみ捨てマナーのモラルの低下により、ごみステーション管理に町内会が苦慮されています。

出前講座やごみ処理の手引きの拡充、収集日案内アプリの導入などでモラル向上を行います。

また、事業系ごみの増加要因を把握するため組成調査を行います。

環境課長　屋敷　学

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成

を目指し、事業を継続することとします。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 1

単位施策名称 4 協働型環境づくりの推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 50 55 60 65 70

実績値 40 47 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 3,168 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,968 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 6,600 6,700 8,000 9,000 10,000

実績値 6,533 8,781 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 2,725 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,725 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 協働型環境づくり事業

環境関係コンテンツの閲覧

数

件

千円

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

総合的な環境対策の推進

施策の方向性

●環境に配慮したライフスタイル、ワークスタイルの啓発を行います。

●誰もが環境に配慮した行動を実践できるシステムづくりを推進します。

生活環境部

1 住民・事業者・行政の協働連携により取り組む環境づくりの活動数 回

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 443 0 0 0 0

うち、一般財源額 243 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

協働型環境づくり事業 1 達成 高 低 手法改善

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 協働型環境づくり事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。手法改善

千円

10 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

雨天等により当初の活動数が見込みを下回ったことによるものです。

ボランティアの参加者増を目指して対象経費を見直します。

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 動物愛護管理推進事業 千円

2 千円

事業名称

ボランティア参加者を増やすなどして事業を活性化させていきます。

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 1 総合的な環境対策の推進

単位施策 4 協働型環境づくりの推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

1,725 1,096 3,870 1,280 8,162

環境関係コンテンツの閲覧数 件

6,600 6,700 8,000 9,000 10,000

8,781 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

事

業

費

2,725 1,101 3,870 1,280

0 0

0 0 0 0 0

8,162

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 5 0

1,000 0

平成

314101

生活環境部 環境課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

協働型環境づくり事業

第2次環境基本計画を周知するため、住民団体、事業者と協働し、平成29年2月に「ふちゅう環境の集い

と第10回緑の仲間フェスタ」を合同開催し、約1300人の来場がありました。

自主的に環境活動を行う団体(11団体)に対し、くらすば環境づくり助成を行い環境づくりの支援を行い

ました。

家庭の温暖化防止活動の推進を行う府中町脱温暖化市民協議会の環境家計簿や緑のカーテン普及事業に

ついて、周知啓発協力を行い、また、事務局として事業の後方支援を行いました。

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

手法改善

0

0

くらすば団体や脱温暖化市民協議会の高齢化により環境ボランティア数が減少しています。

環境イベントの来場者数が目標を達成できなかったため集客の工夫が必要と考えます。

平成29年度にボランティアの参加者が増えるようくらすば助成事業の対象経費を見直します。

環境課長　屋敷　学

今後の方向性 手法改善

対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま

す。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 2

単位施策名称 1 人権の尊重と男女共同参画社会の推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 4,081 4,081 4,081 4,081 4,280

実績値 4,081 4,777 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 4,571 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,486 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 38 38 38 38 40

実績値 36 39 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 1,576 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,491 0 0 0 0

目標値 3 3 3 3 3

実績値 3 3 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 2,832 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,832 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

施策の方向性

●社会全体で差別や偏見をなくすために、人権意識の普及・啓発を行い、住民一人ひとりの人権が尊重されるまちづくりを推進しま

す。

●男女が互いの人権を尊重し対等なパートナーとして協力し合い、家庭・地域・職場など社会のあらゆる分野で男女がともに自分の

意思で参画し、ともに育ち、支え、伝え合える場所をつくることで、男女共同参画社会の実現ができるよう普及・啓発を推進しま

す。

生活環境部

1 普及啓発活動参加者数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 人権推進事業 啓発活動実施回数

回

千円

02 男女共同参画推進事業 啓発活動実施回数

回

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 163 0 0 0 0

うち、一般財源額 163 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

人権推進事業 1 達成 高 低 事業継続

男女共同参画推進事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 人権推進事業

2 男女共同参画推進事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 社会福祉総務一般事務事業 千円

2 千円

千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 1 人権の尊重と男女共同参画社会の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

平成

人権推進事業 321101

生活環境部 町民生活課

住民一人ひとりの人権が尊重されるまちづくりを推進するため、人権擁護委員の啓発活動と連携し、人

権意識の普及、啓発を行いました。

・一般住民を対象にした、ヒューマンフェスタ（人権講演会や各種啓発活動）の開催

　（参加者８３１人）

・人権思想の普及高揚を図るため、人権啓発冊子を作成し、全世帯に配布

・町内10ヶ所の保育園・幼稚園での人権啓発紙芝居の実施

・町内の小学校の入学式当日に新入生を対象にしたあいさつ運動

・町内の小学校(5・6年生)、中学校(1年生)、高校の生徒を対象にした人権啓発書道コンテストの

　実施

・民生児童委員を対象にした人権ビデオ学習会の実施

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

85 85 85 85 85

事

業

費

1,576 2,472 1,576 1,576 1,580

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,491 2,387 1,491 1,491 1,495

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

啓発活動実施回数 回

38 38 38 38 40

39 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 1 人権の尊重と男女共同参画社会の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

職員を対象に、男女共同参画に対する理解と認識を深めるため、ビデオ学習会を２回実施しました。

少子高齢化や人口減少、ライフスタイルや就労形態の多様化等の社会情勢の変化、町が抱える課題に対

応し、より一層の男女共同参画社会を実現するため、「府中町第３次男女共同参画プラン」を策定しま

した。

0

0

0

0

平成

男女共同参画推進事業 321102

生活環境部 町民生活課

一般住民を対象に、男女共同参画講演会を開催しました。（参加者８６人）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

2,832 181 195 195 281

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2,832 181 195 195 281

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

啓発活動実施回数 回

3 3 3 3 3

3 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 2

単位施策名称 2 地域の活性化

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 162,269 162,319 182,369 202,419 222,500

実績値 162,219 166,705 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 101,964 0 0 0 0

うち、一般財源額 58,008 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 79.8 79.9 80 80.1 80.2

実績値 79.7 76.5 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 33,265 0 0 0 0

うち、一般財源額 29,865 0 0 0 0

目標値 46 47 48 49 50

実績値 45 45 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 2,777 0 0 0 0

うち、一般財源額 315 0 0 0 0

目標値 - - - 100 -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 18 30 44 60 78

実績値 8 43 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 2,000 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,000 0 0 0 0

目標値 520 540 560 580 600

実績値 500 460 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 3,414 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,802 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

施策の方向性

●地域住民の交流、活動、コミュニティの場を提供するとともに、住民と行政との連携・協働によるまちづくりを推進します。

●起業促進等に関する支援制度を構築するなど、みんなが働くことのできるまちづくりを推進するため、商工業の活性化、雇用の促

進を図ります。

●観光資源の有効活用を推進します。

生活環境部

1 観光客数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 地域コミュニティ活動支援事業 町内会加入率

％

千円

02 協働のまちづくり支援事業 活動団体登録数

団体

千円

03 コミュニティ施設改修事業 事業進捗率(事業費ベース)

％

千円

04 地域創業支援事業

創業希望者等の相談件数

(累計)

件

千円

05 観光事業 観光協会主催事業参加者数

人

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 11,265 0 0 0 0

うち、一般財源額 10,792 0 0 0 0

事業費 37,000 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 5,088 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,088 0 0 0 0

事業費 55 0 0 0 0

うち、一般財源額 46 0 0 0 0

事業費 7,100 0 0 0 0

うち、一般財源額 7,100 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

地域コミュニティ活動支援事業 1 未達成 高 高 手法改善

協働のまちづくり支援事業 1 未達成 高 低 事業継続

コミュニティ施設改修事業 1 - - - -

地域創業支援事業 1 達成 高 低 事業継続

観光事業 1 未達成 低 高 手法改善

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 地域コミュニティ活動支援事業

2 協働のまちづくり支援事業

3 コミュニティ施設改修事業

4 地域創業支援事業

5 観光事業

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

1 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 コミュニティ施設維持管理事業 千円

2 中国労働金庫融資預託金事業 千円

千円

3 安芸府中商工センター事業 千円

4 商工業振興一般事務事業 千円

観光パンフレットの作成及び観光協会事務所等の整備をします。

9

5 商工業支援事業 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

転入者への加入促進を強化します。

ボランティアの活動環境を整備します。

未達成の事務事業に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続すること

とします。

平成３１年度実施予定

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、事業効果の発揮に取り組み、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続す

ることとします。

手法改善

事業継続

-

事業継続

手法改善



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 2 地域の活性化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

町内会加入率 ％

79.8 79.9 80.0 80.1 80.2

76.5 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

29,865 23,785 29,157 29,196 29,315

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

33,265 23,861 29,157 29,196 29,315

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

3,400 76

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

町内会連合会への補助金を通じた活動支援を行いました。

0

0

0

0

0

平成

地域コミュニティ活動支援事業 322101

生活環境部 町民生活課

町内会への加入啓発のため、広報ふちゅうへの記事掲載、住民課や建築課で新たに住民となる方への加

入促進チラシ配布、地域ポータルサイト「こむねっとひろしま」で町内会情報の発信などを行いまし

た。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

手法改善

町内会加入促進チラシの充実や、全町内会区域の確認を行い、転入者への適切な加入促進を図ります。

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 手法改善

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

0

転入者や町内会未加入者への加入促進を行いましたが、目標加入率には届きませんでした。

また、地域により町内会活動の温度差があり、町内会を休止した地区がありました。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 2 地域の活性化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

活動団体登録数 団体

46 47 48 49 50

45 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

2,590 2,590 2,590

315 500 471 471 472

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

2,777 3,462 3,061 3,061 3,062

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

2,462 2,962

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

つばき祭り実行委員会への補助金と事務局運営を通じ、住民団体と一緒につばき祭りを盛り上げまし

た。

0

0

0

0

0

平成

協働のまちづくり支援事業 322102

生活環境部 町民生活課

町がボランティア活動団体を対象に保険をかけることで団体の活動を支援し、協働を促進しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

ボランティア保険の周知を強化します。

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成

を目指し、事業を継続することとします。

0

新たな活動団体の登録がありませんでした。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 2 地域の活性化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

創業希望者等の相談件数(累計) 件

18 30 44 60 78

43 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

2,000 0 1,000 1,000 3,000

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

2,000 0 1,000 1,000 3,000

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

地域創業支援事業 322104

生活環境部 町民生活課

創業支援に関するニーズ調査を行い、施策の方向性を検討しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 2 地域の活性化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

町内を散策してもらうため平成２８年５月からレンタサイクルを開始し、４４６件の利用がありまし

た。

0

0

0

0

0

平成

観光事業 322105

生活環境部 町民生活課

観光協会の運営を補助するとともに、観光協会主催事業であるみくまり峡文化祭（参加者200人）やさ

かなのつかみどり大会（参加者260人）への参画を通して町への観光を促進しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

3,414 2,599 1,560 1,593 3,120

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

612 611 600 600 600

2,802 1,988 960 993 2,520

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

観光協会主催事業参加者数 人

520 540 560 580 600

460 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

手法改善

観光協会の事業への参画を進め、イベントの充実を図ります。

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 手法改善

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、事業効果の発揮に取り組み、引き続き目標値

の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

みくまり峡文化祭の集客が想定を下回りました。

0

評

価

事業効果 低 事業改善 高

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 2

単位施策名称 3 防災・地域安全活動の推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 95.5 95.5 95.5 95.5 97

実績値 95.5 94.1 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値 6.6 6.4 6.2 6 5.9

実績値 6.7 6.0 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値 143 137 131 125 120

実績値 149 134 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値 235 238 242 246 250

実績値 232 246 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

総事業費 199,085 0 0 0 0

うち、一般財源額 39,999 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 18,410 18,640 18,880 19,120 19,360

実績値 15,906 15,451 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 4,516 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,616 0 0 0 0

目標値 4 7 10 - -

実績値 1 1.0 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 60.5 100 - - -

実績値 11.1 59 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 148,644 0 0 0 0

うち、一般財源額 8,470 0 0 0 0

目標値 - 10 20 30 40

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 255 266 277 288 300

実績値 244 100 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 2,688 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,688 0 0 0 0

目標値 18 20 22 24 26

実績値 16 22 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 3,373 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,179 0 0 0 0

目標値 - 11 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

施策の方向性

●災害への対応能力向上と住民の防災意識の向上を図るとともに、自主防災組織の育成支援を行い、住民と行政が連携した防災の仕

組みづくり等を推進します。

●迅速かつ正確な情報伝達の構築、避難施設等の機能強化を図ります。

●地域活動団体と連携し、犯罪の起こりにくい環境を形成します。

●交通弱者の交通安全対策の推進に取り組みます。

●消費者の安全で安心な消費生活の実現のため、消費者行政を推進します。

生活環境部

1 自主防災組織の組織率 ％

4 消費者被害未然防止・再発防止件数 件

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 人口千人あたりの犯罪件数 件

3 交通事故の抑止 件

01 防災事業

避難生活必需品備蓄量（累

計）

個

千円

02 避難施設整備事業

避難所への災害用トイレ

(マンホールトイレ)の整備

（累計）

箇所

千円

03 防災行政無線デジタル化整備事業 事業進捗率(事業費ベース)

％

千円

04 防犯カメラ設置補助事業 設置件数

件

千円

05 交通安全対策事業 啓発活動参加者数

人

千円

06 消費者行政推進事業 啓発活動実施回数

回

千円

07 防犯カメラ設置事業 設置件数

件

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 301 0 0 0 0

うち、一般財源額 301 0 0 0 0

事業費 1,566 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,566 0 0 0 0

事業費 10,998 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,954 0 0 0 0

事業費 4,122 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,348 0 0 0 0

事業費 3,508 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,508 0 0 0 0

事業費 16,179 0 0 0 0

うち、一般財源額 12,179 0 0 0 0

事業費 2,135 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,135 0 0 0 0

事業費 1,055 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,055 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

防災事業 1 未達成 高 高 事業継続

避難施設整備事業 1 未達成 高 低 事業継続

防災行政無線デジタル化整備事業 1 未達成 高 低 事業継続

防犯カメラ設置補助事業 1 - 事業廃止

交通安全対策事業 1 未達成 高 低 事業継続

消費者行政推進事業 1 達成 高 低 事業継続

防犯カメラ設置事業 1 -

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 防災事業

2 避難施設整備事業

3 防災行政無線デジタル化整備事業

4 防犯カメラ設置補助事業

5 交通安全対策事業

6 消費者行政推進事業

7 防犯カメラ設置事業

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

町内における自主防災組織の未結成は４箇所ですが、引き続きそれらの地域へ対して、防災意識を持つことの重要性に係

る啓発を行い、加入の促進に努めていきます。

4

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 1

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 生活安全対策一般事務事業 千円

2 防災行政無線事業 千円

千円

3 放置自転車等対策事業 千円

4 生活安全推進事業 千円

雨天の場合等の代替案を検討します。

9

5 防犯推進事業 千円

6 防犯施設維持管理事業 千円

7 水防事業 千円

8 災害対策事業

千円

10 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

自主防災組織の組織率については、休会の団体が１箇所あったことによるものです。

国への要望を行いながら、平成２９年度から順次整備していきます。

国への要望を行いながら、平成２９年度から順次整備していきます。

平成２９年度に整備します。

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業を廃止することとします。（防犯カメラ設置事業に移行）

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っており、事業は継続するものの、乖離要因を念頭に、対応方針に沿った見直しを実施

することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

平成２９年度実施予定

事業継続

事業継続

事業継続

事業廃止

事業継続

事業継続

-



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 3 防災・地域安全活動の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

避難生活必需品備蓄量（累計） 個

18,410 18,640 18,880 19,120 19,360

15,451 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

1,616 1,909 1,910 1,960 1,960

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

406 0 0 0 0

事

業

費

4,516 1,909 1,960 1,960 1,960

財

源

内

訳

494 0 50

0 0 0 0 0

2,000 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

平成

防災事業 323101

生活環境部 町民生活課

南海トラフ地震など大規模地震に備え、災害用毛布や飲料水、食糧等の備蓄を行いました。

平成28年度購入量

熊本地震支援供出量

炊き出しセット 飲料水（500ml） 毛布

1,600食 1,536本 0枚

平成27年度末備蓄量

△1,500食 △1,512本 0枚

0

0

7,200食 7,272本 855枚

0

0

防災意識の高揚及び防災力の向上が図れるよう、自主防災組織の育成支援に取り組みました。

平成28年度末備蓄量 7,300食 7,296本 855枚



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

更なる避難生活の充実を図るため、直下型地震を想定した備蓄量に見直し、民間事業者との生活物資供

給協定など総合的な備蓄計画を作成します。

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、対応方針に沿った改善策を取り入れながら、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続

することとします。

0

熊本地震に伴い物資を供出したため、予定していた備蓄量が確保できませんでした。

南海トラフ巨大地震とともに府中町直下型地震も想定した場合、避難者数の増加が見込まれるため、備

蓄数量の見直しが必要となります。

評

価

事業効果 高 事業改善 高

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 3 防災・地域安全活動の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

避難所への災害用トイレ(マン

ホールトイレ)の整備（累計）

箇所

4 7 10 - -

1 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

0 1,200 800 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

0 24,000 14,400 0 0

財

源

内

訳

0 12,000 7,200

0 10,800 6,400 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

避難施設整備事業 323102

生活環境部 町民生活課

マンホールトイレ設置工事を行う予定でしたが、社会資本整備総合交付金の交付決定額が予算額を下

回ったため、防災行政無線デジタル化整備事業を優先整備することとし、実施を見送りました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成29年度に4箇所（累計5箇所）の設置を計画しています。また、国に対し社会資本整備総合交付金の

重点配分を働きかけ、平成30年度の目標達成を目指します。

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

社会資本整備総合交付金の交付決定額が予算額を下回ったことから、必要性の高い他の防災関連事業に

優先的に充当したため、平成28年度は当該事業の実施を見送りました。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 3 防災・地域安全活動の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

事業進捗率(事業費ベース) ％

60.5 100 - - -

59.0 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

8,470 6,000 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

148,644 119,000 0 0 0

財

源

内

訳

73,474 59,500 0

66,700 53,500 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

防災行政無線デジタル化整備事業 323103

生活環境部 町民生活課

防災行政無線のデジタル化を進め、平成２８年度は親局１箇所、子局２４箇所を整備しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成29年度にすべての子局を整備するよう計画しています。（１８箇所）

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

社会資本整備総合交付金の交付決定額が予算額を下回ったことから、子局整備箇所数を変更したためで

す。（３１箇所→２４箇所）

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 3 防災・地域安全活動の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

設置件数 件

- 10 20 30 40

- 0 0 0 0

- 0 0 0 0

0 0 0

- 0 3,000 3,000 3,000

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

- 0 0 0 0

事

業

費

0 0 3,000 3,000 3,000

財

源

内

訳

- 0 0

- 0 0 0 0

- 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

防犯カメラ設置補助事業 323104

生活環境部 町民生活課

犯罪や事故から町民の安全を確保するとともに地域防犯力の強化を図るために、防犯カメラ設置方法の

検討を行いました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業廃止

当初は町内会等地域団体へカメラ設置費用を補助する方式で計画していましたが、管理方法や機器更新

の問題、また個人情報の取扱いの問題から、町が関係機関、地域団体等と連携を図り、計画的に設置す

る方式に計画変更しました。よって、平成29年度計画では、事業名を変更し、「防犯カメラ設置事業」

として計上しています。

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業廃止

事業を廃止することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 0 事業改善 0

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 3 防災・地域安全活動の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

啓発活動参加者数 人

255 266 277 288 300

100 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

2,688 2,726 2,675 2,675 2,675

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

2,688 2,726 2,675 2,675 2,675

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

児童の交通事故の防止を図るため、小学校、幼稚園、保育園等の児童及びその保護者に対し、交通安全

教室を開催しました。（19回）

0

0

0

0

0

平成

交通安全対策事業 323105

生活環境部 町民生活課

住民の交通安全意識の高揚と交通道徳の普及及び交通安全運動の推進を図るため、年２回（春の全国交

通安全運動、広島県夏の交通安全運動）の交通安全キャンペーンを実施し、交通安全啓発物を配布する

ことで交通事故防止を呼びかけました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

シルバー・ナイト・スクール（高齢者交通安全教室）が雨天中止等の場合の代替案等を検討します。

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っており、事業は継続するものの、乖離要因を念頭に、

対応方針に沿った見直しを実施することとします。

0

啓発活動事業のシルバー・ナイト・スクール（高齢者交通安全教室）が雨天中止となったためです。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 2 安心安全・地域協働・産業活性化のまちづくり

単位施策 3 防災・地域安全活動の推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

平成

消費者行政推進事業 323106

生活環境部 町民生活課

閉庁日を除き毎日9時～16時まで専門相談員を配置し窓口、電話で相談を受け付けました。

平成28年度の相談件数は延べ429件でした。

消費生活に関する意識啓発活動を実施しました。

・ふれあい福祉センターでの出前講座を実施（参加者約100人）

・町の確定申告会場で、来場者約1,000人に対する消費者啓発ビデオの放映とパンフレット配布

・成人式（新成人約400人）での消費者啓発パンフレットの配布

・毎月の広報紙に「消費生活相談」を掲載し、消費者トラブルの事例やその対応などの情報を発

　信

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

2,194 2,171 0 0 0

事

業

費

3,373 3,498 2,168 2,168 2,168

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,179 1,327 2,168 2,168 2,168

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

啓発活動実施回数 回

18 20 22 24 26

22 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

町民生活課長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 3

単位施策名称 1 火災予防体制の充実・強化

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 15 14 14 13 13

実績値 15 10 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 619 0 0 0 0

うち、一般財源額 619 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 60 60 60 60 60

実績値 - 141 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 619 0 0 0 0

うち、一般財源額 619 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 地域防火体制強化事業 啓発活動実施回数

回

千円

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

暮らしを守る消防体制づくりの推進

施策の方向性

●地域と連携して火災予防の普及を図り、地域全体の防火力を高めます。

消防本部

1 火災件数 件

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

地域防火体制強化事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 地域防火体制強化事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。事業継続

千円

10 千円

今後の方向性

消防長　寺尾　光司

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 千円

2 千円

事業名称

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 3 暮らしを守る消防体制づくりの推進

単位施策 1 火災予防体制の充実・強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

619 59 34 141 67

啓発活動実施回数 回

60 60 60 60 60

141 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

事

業

費

619 59 34 141

0 0

0 0 0 0 0

67

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0

平成

331101

消防本部 予防課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

地域防火体制強化事業

地域住民への火災予防体制の強化を図りました。

(防火教室、火災予防行事、消防署見学・体験、防火対象物の訓練指導等を141回実施しました。)

0

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続

0

0

0

0

予防課長　新宅　和彦

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 3

単位施策名称 2 消防体制の充実・強化

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 12 13 13 14 14

実績値 12 18 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 83,682 0 0 0 0

うち、一般財源額 33,816 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 100 - - - -

実績値 - 40.3 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 18,611 0 0 0 0

うち、一般財源額 12,411 0 0 0 0

目標値 2 2 4 6 6

実績値 - 2 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 39,545 0 0 0 0

うち、一般財源額 166 0 0 0 0

目標値 6.4 12.7 19.1 25.5 31.8

実績値 - 6.4 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 466 0 0 0 0

うち、一般財源額 234 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

暮らしを守る消防体制づくりの推進

施策の方向性

●住民の安心安全なまちを守るために、消防団を地域防火の中核として重要な役割を果たすよう、防災力の充実・強化を図ります。

●消防施設設備の計画的な整備を図り、消防・防災力の充実・強化を図ります。

消防本部

1 消防団訓練活動回数 回

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 消防団施設整備事業 整備率

％

千円

02 消防自動車等購入事業

実施計画期間中の車両更新

数(累計)

台

千円

03 初期消火強化事業

地域に扱いやすい初期消火

器具の設置率（累計）

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 5,105 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,105 0 0 0 0

事業費 2,289 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,889 0 0 0 0

事業費 2,126 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,126 0 0 0 0

事業費 5,213 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,560 0 0 0 0

事業費 9,540 0 0 0 0

うち、一般財源額 8,538 0 0 0 0

事業費 787 0 0 0 0

うち、一般財源額 787 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

消防団施設整備事業 1 未達成 高 低 事業継続

消防自動車等購入事業 1 達成 高 低 事業継続

初期消火強化事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 消防団施設整備事業

2 消防自動車等購入事業

3 初期消火強化事業

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

3

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 消防自動車維持管理事業 千円

2 常備消防活動事業 千円

千円

3 常備消防施設維持管理事業 千円

4 消防等航空機共同利用事業 千円

9

5 消防団活動事業 千円

6 消防団車両維持管理事業 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

消防長　寺尾　光司

入札不落が続き、工事着工が平成28年11月1日に遅延したため、平成28年度内の完成は困難とな

りましたが、引き続き工事を進めていきます。（平成29年6月末完成予定）

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続

事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 3 暮らしを守る消防体制づくりの推進

単位施策 2 消防体制の充実・強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

整備率 ％

100 - - - -

40.3 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

12,411 25,898 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

18,611 35,098 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

6,200 9,200 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

消防団施設整備事業 332101

消防本部 消防課

防災施設の機能強化を図るとともに消防団活動の促進を図るため、消防団第３分団詰所の建築工事に着

工しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

予算の繰越を行って引き続き建築を行います。（平成２９年６月完成予定）

消防課長　橋本　臣彦

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を

継続することとします。

0

平成28年度中での詰所建替えを予定していましたが、入札不落が続き契約及び建築に遅延が生じ、支払

い金額にして40.3%の進捗状況となっています。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 3 暮らしを守る消防体制づくりの推進

単位施策 2 消防体制の充実・強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

実施計画期間中の車両更新数(累

計)

台

2 2 4 6 6

2 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

166 39 17,361 3,922 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

20,665 0 0 0 0

事

業

費

39,545 2,139 100,698 15,422 0

財

源

内

訳

13,814 0 11,137

4,900 2,100 72,200 11,500 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

消防自動車等購入事業 332102

消防本部 消防課

計画的な消防自動車の更新を行い、消防体制の充実強化を図るもので、平成２８年度中に救急自動車、

指揮車の２台を更新しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

消防課長　橋本　臣彦

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 3 暮らしを守る消防体制づくりの推進

単位施策 2 消防体制の充実・強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

地域に扱いやすい初期消火器具を備え、円滑な初期消火活動による火災被害の軽減を図るため、町内に

110個設置されている初期消火器具ボックスを７個更新しました。（収納品：消防用40ミリホース３

本、筒先1、消火栓開閉器1、スタンドパイプ1、異径媒介金具1）

0

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

332103

消防本部 消防課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

初期消火強化事業

事

業

費

466 986 840 840

0 0

0 0 0 0 0

840

財

源

内

訳

232 482 420 420 420

0 0 0

0 0

234 504 420 420 420

地域に扱いやすい初期消火器具

の設置率（累計） ％

6.4 12.7 19.1 25.5 31.8

6.4 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

0

消防課長　橋本　臣彦

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 3

基本施策 3

単位施策名称 3 救急体制の充実・強化

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 5,600 6,200 6,800 7,400 8,000

実績値 5,000 5,747 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 6,546 0 0 0 0

うち、一般財源額 6,546 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 2 4 6 7 8

実績値 - 2 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 4,148 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,148 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

暮らしを守る消防体制づくりの推進

施策の方向性

●救急出動件数の増加に対応するため、救急体制の再構築を図り、救急隊員の専門的知識の習得や技能を向上させるとともに住民一

人ひとりの救急力を高めるなど、救急体制の充実・強化を図ります。

消防本部

1 応急手当講習の参加者延べ数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 救急体制強化事業

実施計画期間中の救急救命

士養成人数（累計）

人

千円

02

千円

03

千円

04

千円

05

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 2,398 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,398 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

救急体制強化事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 救急体制強化事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 救急活動事業 千円

2 千円

千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

消防長　寺尾　光司

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 3 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 3 暮らしを守る消防体制づくりの推進

単位施策 3 救急体制の充実・強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

救急出動件数の増加に対応するため、救急体制の再構築を図りました。

救急救命士の養成２名、救急隊員の養成４名

0

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

333101

消防本部 消防課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

救急体制強化事業

事

業

費

4,148 4,327 4,278 2,467

0 0

0 0 0 0 0

1,833

財

源

内

訳

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0

4,148 4,327 4,278 2,467 1,833

実施計画期間中の救急救命士養

成人数（累計）

人

2 4 6 7 8

2 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

0

消防課長　橋本　臣彦

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 1

単位施策名称 1 計画的な土地利用の誘導

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 51.2 51.3 51.3 51.4 51.5

実績値 51.0 51.0 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 904 0 0 0 0

うち、一般財源額 804 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 - - - - 100

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 - 0.2 0.4 22.1 100

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

計画的な都市整備の推進

施策の方向性

●まちの健全な発展と自然と調和した秩序ある都市基盤整備を図るとともに、まちの活性化に向け、民間活力も視野に入れた北部丘

陵地等の計画的な土地利用を推進します。

建設部

1 宅地など人に利用されている土地面積の割合 ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 都市計画調査事業

府中町都市計画マスタープ

ランの策定

％

千円

0

実施計画期間中の事業進捗

率(事業費ベース)

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 904 0 0 0 0

うち、一般財源額 804 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

都市計画調査事業 1 - 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 都市計画調査事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

地域公共交通網形成計画の策定に向けた法定協議会を立ち上げ、公共交通の課題整理等の諸準

備を行います。

当町の市街地の特徴である利便性の高いコンパクトな都市構造を将来にわたり維持・発展させるため、公共交通ネット

ワークの再編・充実に関し検討するとともに、市街地における魅力的な都市拠点の形成に向け用途地域等の見直しについ

ても検討を進めていきたいと考えています。

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

高齢化の進展を考慮した公共交通サービスの利便性を図り、公共交通の効率的な運行など、継続的なサ－ビスを提供する必要があります。

事業名称

1 都市計画一般事務事業 千円

2 千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

千円

10 千円

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

本成果指標は、社会経済情勢及び不動産市場の動向により、民間の経済活動によって達成される数値です。

平成28年度の社会経済情勢は緩やかな回復基調にあり、当町の地価も底値圏を脱しています。しかしながら、民間による住宅投資等は横ばいで推移しているなど、土地利用が活性化するほどの景気回

復には至っておらず、結果として目標を達成することができませんでした。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き事業を継続することとします。事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 1 計画的な土地利用の誘導

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

市街化区域内の未利用地等における都市化の促進を図るため、開発指導要綱の全部改正を行いました。

居住性の向上などを目的とする地域公共交通に関する施策等について、協議会の設置や事業につながる

計画といった展開の方向性を示しました。

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

411101

建設部 都市整備課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

都市計画調査事業

事

業

費

0 313 56 6,195

0 0

0 0 0 0 0

22,270

財

源

内

訳

0 0 0 0 5,448

0 0 0

0 0

0 313 56 6,195 16,822

府中町都市計画マスタープラン

の策定

％

- - - - 100

- 0 0 0 0

- 0 0 0 0

H32年度

100

- 0 0 0 0

実施計画期間中の事業進捗率(事

業費ベース)

％

- 0.2 0.4 22.1

- 0 0 0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

引き続き事業を継続することとします。

0

0

府中町の公共交通の現状は、ほぼ全域にわたりサービスが充足している状況ですが、高齢化の進展を考

慮した場合、公共交通サービスの更なる利便性の向上を図るとともに、公共交通の効率的な運行など、

将来にわたって継続可能なサービスを提供する必要があります。

平成30年度の地域公共交通網形成計画の策定に向け、平成29年度には法定協議会を立ち上げるととも

に、公共交通の利用実態・ニーズの把握、課題の整理といった準備を行うこととしています。

都市整備課長　岡村　紀行

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 1

単位施策名称 2 都市施設の整備

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 67.0 67.0 69.9 72.1 72.1

実績値 67.0 67.0 0 0 0 0

達成状況 - 0 0 0 0

目標値 3.6 3.6 4 4 4

実績値 2.6 3.6 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値 83.6 83.8 83.8 84 84

実績値 83.6 83.6 0 0 0 0

達成状況 - 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

総事業費 1,492,332 0 0 0 0

うち、一般財源額 385,111 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 39,100 39,100 41,900 43,900 45,000

実績値 37,500 39,371 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 1,199,551 0 0 0 0

うち、一般財源額 288,012 0 0 0 0

目標値 11.5 18.4 36.8 54.2 69.3

実績値 8.3 8.9 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 18,226 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,326 0 0 0 0

目標値 0 0 300 300 300

実績値 - 0 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 82,477 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,726 0 0 0 0

目標値 0 0 0 350 350

実績値 - 0 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 33,594 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,394 0 0 0 0

目標値 - - - - 0.9

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 650 650 700 700 700

実績値 460 650 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 5,160 0 0 0 0

うち、一般財源額 339 0 0 0 0

目標値 404 795 1,195 1,590 2,000

実績値 - 361 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 43,796 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,214 0 0 0 0

目標値 30 60 90 120 150

実績値 - 34 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 972 0 0 0 0

うち、一般財源額 86 0 0 0 0

目標値 188,780 189,520 190,260 191,000 191,000

実績値 187,298 184,364 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 40,326 0 0 0 0

うち、一般財源額 39,882 0 0 0 0

目標値 - 25.9 27.2 31.1 55.4

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 74.2 100 - - -

実績値 - 95 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 28,412 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,317 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

11 南保育所跡地整備事業 事業進捗率

％

千円

千円

09 コミュニティバス運行事業 乗客数

人

千円

10 都市公園等整備事業 事業進捗率(事業費ベース)

％

千円

07 道路新設改良事業 実施計画期間中の整備延長

ｍ

千円

08 狭あい道路整備等促進事業 実施計画期間中の整備延長

ｍ

千円

05 瀬戸ﾊｲﾑ中央線等整備事業 事業進捗率(累計)

％

千円

06 補助街路整備事業 整備延長(累計)

ｍ

千円

03 南小学校青崎東線整備事業 整備延長(累計)

ｍ

千円

04 県施行街路事業負担金事業

実施計画期間中の整備延長

(累計)

ｍ

千円

01 向洋駅周辺土地区画整理事業 画地整備面積(累計)

㎡

千円

02 広島市東部地区連続立体交差事業 事業進捗率(事業費ベース)

％

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 補助街路の整備率 ％

3 公園の面積 ｈａ

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

計画的な都市整備の推進

施策の方向性

●道路や公園等の公共施設と宅地を一体的に整備することで、健全な市街地の形成と生活環境の改善を図り、魅力ある良質な都市空

間を提供します。

●快適な都市生活と機能的な都市活動を支えるため、町内の骨格的な道路や、それを補完する道路網の整備を推進します。

●公共交通等の更なる利便性の向上を図ります。

●子どもが安心して遊べる公園や、超高齢社会に向けた世代間交流が図れる健康的なコミュニケーション空間等の創出を推進しま

す。

●道路や公共施設等のバリアフリー化を推進し、移動空間等の質の向上を図ります。

●町内に都市計画決定されている広域火葬場の早期整備着手に向け、安芸地区衛生施設管理組合に働きかけます。

建設部

1 都市計画道路の進捗率 ％

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 19,511 0 0 0 0

うち、一般財源額 19,511 0 0 0 0

事業費 4,617 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,617 0 0 0 0

事業費 4,791 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,788 0 0 0 0

事業費 10,627 0 0 0 0

うち、一般財源額 10,627 0 0 0 0

事業費 175 0 0 0 0

うち、一般財源額 175 0 0 0 0

事業費 34 0 0 0 0

うち、一般財源額 34 0 0 0 0

事業費 63 0 0 0 0

うち、一般財源額 63 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

向洋駅周辺土地区画整理事業 1 達成 高 低 事業継続

広島市東部地区連続立体交差事業 1 未達成 高 低 事業継続

南小学校青崎東線整備事業 1 - 高 低 事業継続

県施行街路事業負担金事業 1 - 高 低 事業継続

瀬戸ﾊｲﾑ中央線等整備事業 1 - - - -

補助街路整備事業 1 達成 高 低 事業継続

道路新設改良事業 1 未達成 高 低 事業継続

狭あい道路整備等促進事業 1 達成 低 高 事業継続

コミュニティバス運行事業 1 未達成 高 低 事業継続

都市公園等整備事業 1 - - - -

南保育所跡地整備事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 向洋駅周辺土地区画整理事業

2 広島市東部地区連続立体交差事業

3 南小学校青崎東線整備事業

4 県施行街路事業負担金事業

5 瀬戸ﾊｲﾑ中央線等整備事業

6 補助街路整備事業

7 道路新設改良事業

8 狭あい道路整備等促進事業

9 コミュニティバス運行事業

10 都市公園等整備事業

11 南保育所跡地整備事業

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成の事務事業に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は６０％を超えていることから、乖離要因に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続する

こととします。

引き続き事業を継続することとします。

引き続き事業を継続することとします。

平成３２年度実施予定

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

対応方針に沿った事業効果の発揮に取り組むとともに、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続

事業継続

事業継続

-

事業継続

事業継続

事業継続

-

事業継続

平成２９年度実施予定

千円

10 千円

事業継続

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続すること

とします。

平成29年度に事業エリアの拡大などの整備手法等の検討を行います。

平成29年度に法定協議会を設置し,今後つばきバスの路線など公共交通のあり方について検討し

ます。

-

引き続き、JR南側の整備促進を図ります。

広島県に対し、早期の事業見直しを要望します。

平成30年度末の供用開始を目指し、事業促進を図ります。

県施行街路事業の促進について、広島県に対し継続して要望します。

-

財源確保について国・県に要望を行うとともに、みくまり北小学校線の整備促進を図ります。

財源確保について国・県に要望を行うとともに、優先順位をつけて整備促進を図ります。

9

5 街路事業一般事務事業 千円

6 街路事業一般事務事業 千円

7 公園一般事務事業 千円

8 千円

3 土地区画整理一般事務事業 千円

4 向洋駅北口改札設置事業 千円

1 葬祭費助成事業 千円

2 財産管理一般事務事業 千円

事業名称

引き続き、整備促進を図ります。

8

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

1 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

画地整備面積(累計) ㎡

39,100 39,100 41,900 43,900 45,000

39,371 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

9,224 42,185 145,533

288,012 243,948 166,667 74,388 92,783

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

311,280 336,200

101,340 59,184 39,859 79,398 35,603

事

業

費

1,199,551 1,923,884 994,880 971,551 1,110,919

財

源

内

訳

362,999 441,307 254,430

447,200 1,060,200 524,700 464,300 500,800

0 119,245

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

向洋駅周辺土地区画整理事業 412101

向洋駅周辺区画整理事務所

区画整理課・補償課

向洋駅周辺地区の画地整備として19街区の整備工事を実施しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

区画整理課長　井上　貴文

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

事業進捗率(事業費ベース) ％

11.5 18.4 36.8 54.2 69.3

8.9 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

3,326 7,506 44,701 42,179 36,858

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

18,226 84,506 445,801 420,379 367,858

財

源

内

訳

0 0 0

14,900 77,000 401,100 378,200 331,000

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

広島市東部地区連続立体交差事業 412102

向洋駅周辺区画整理事務所

区画整理課・補償課

広島県が施行する広島市東部地区連続立体交差事業における地元負担金を負担しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

広島県に対し、広島市東部地区連続立体交差事業の提案活動を行い、早期見直しを要望します。

補償課長　中西　肇

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、目標値到達率は６０％を超えていることから、乖離要因に留意しつつ、引き続き目標値の

達成を目指し、事業を継続することとします。

0

広島市東部地区連続立体交差事業の見直しにより、事業の遅れが生じています。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

整備延長(累計) ｍ

0 0 300 300 300

0 0 0 0 0

- 0 0 0 0

0 0 0

4,726 5,884 4,768 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

82,477 112,045 76,833 0 0

財

源

内

訳

43,651 53,161 30,665

34,100 53,000 41,400 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

南小学校青崎東線整備事業 412103

建設部 都市整備課

都市計画道路南小学校青崎東線を整備しました。

Ｈ28年度　用地・物件補償　3件，付帯工事　１件



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成30年度末の供用開始を目指し、事業を進めます。

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

引き続き事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

実施計画期間中の整備延長(累

計)

ｍ

0 0 0 350 350

0 0 0 0 0

- 0 0 0 0

0 0 0

3,394 3,041 2,000 2,000 2,000

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

33,594 30,141 20,000 20,000 20,000

財

源

内

訳

0 0 0

30,200 27,100 18,000 18,000 18,000

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

県施行街路事業負担金事業 412104

建設部 都市整備課

広島県が施行する街路事業（青崎池尻線）の早期整備を促進し、交通ネットワークの円滑化を図るた

め、負担金を支払いました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

県施行街路事業の促進について、広島県に対し継続して要望を行います。

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

引き続き事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

整備延長(累計) ｍ

650 650 700 700 700

650 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

339 5,683 1,054 1,075 2,333

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

12,925 26,897

0 0 0 0 0

事

業

費

5,160 118,824 19,730 23,500 49,530

財

源

内

訳

2,821 64,741 10,576

2,000 48,400 8,100 9,500 20,300

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

補助街路整備事業 412106

建設部 都市整備課

みくまり北小学校線（Ⅱ期）整備事業　Ｌ＝50ｍ

府中北小学校から御衣尾永田線を結ぶ地域の主要生活道路を整備することで、住民の利便性および都市

防災機能の向上を図るため、平成28年は詳細設計、用地測量、物件調査を行いました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

引続き道路整備の重点配分について、国・県に要望を行うとともに、みくまり北小学校線は平成30年度

末の完成を目指します。

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

交付金の内示率が低く、予定どおり事業の進捗が図れず、みくまり北小学校線の平成29年度末の完成が

難しい状況にあります。

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

実施計画期間中の整備延長 ｍ

404 795 1,195 1,590 2,000

361 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

2,214 3,323 2,825 2,750 2,750

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

22,550 22,550

0 0 0 0 0

事

業

費

43,796 54,500 50,000 50,000 50,000

財

源

内

訳

18,782 21,577 22,275

22,800 29,600 24,900 24,700 24,700

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

道路新設改良事業 412107

建設部 都市整備課

交通の安全と円滑化を図るため、生活道路の拡幅や歩道改良を行うもので、道路拡幅287ｍ、歩道改良

74ｍを行いました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

引続き道路整備の重点配分について、国・県に要望を行うとともに、限られた財源の中で効率的な道路

整備が行えるよう、優先順位を付けて整備を行います。

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

本事業に係る国からの交付金が、想定より交付されず、道路拡幅延長を減らさざるを得なくなったため

です。

年々、交付金の内示率が低くなっており、事業進捗に遅延が生じる可能性があります。

（平成28年度は補正予算により対応）

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

実施計画期間中の整備延長 ｍ

30 60 90 120 150

34 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

86 400 400 400 400

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

4,000 4,000

0 0 0 0 0

事

業

費

972 8,000 8,000 8,000 8,000

財

源

内

訳

486 4,000 4,000

400 3,600 3,600 3,600 3,600

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

狭あい道路整備等促進事業 412108

建設部 都市整備課

狭あい道路対象地区（本町三丁目）において、関係地権者の協力のもと、セットバック部分の土地を拡

幅工事するもので、工事延長34ｍを行いました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成29年度に事業エリアの拡大など整備手法、財源について検討を行います。

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

対応方針に沿った事業効果の発揮に取り組むとともに、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続する

こととします。

0

0

平成28年度までの目標は達成していますが、事業進捗は伸び悩んでいます。

評

価

事業効果 低 事業改善 高

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

乗客数 人

188,780 189,520 190,260 191,000 191,000

184,364 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

39,882 44,230 43,637 43,637 46,967

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

444 444 444 444 444

事

業

費

40,326 44,674 44,781 44,781 48,111

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 700 700 700

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

車両の老朽化に伴い、5ヵ年のリース契約で平成28年9月に車両更新を行いました。

0

0

0

0

0

平成

コミュニティバス運行事業 412109

総務部 総務課

町内の南北を結ぶ路線バス「つばきバス」を引き続き運行し、公共施設との接続を図り、住民生活の利

便性の確保に努めました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成29年度、法定協議会を設置し、今後つばきバスの路線など公共交通のあり方について検討します。

総務課長　大塚　圭子

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成

を目指し、事業を継続することとします。

0

イオンモール増床による乗客者数増を見込んでいたが、増床工事に伴うバス停の移動でバス停が分かり

にくくなったことや、故障・積雪等による運休もあり、年間利用者数は、184,364人（目標値2.4％減）

でした。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 2 都市施設の整備

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

事業進捗率 ％

74.2 100 - - -

95 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

3,317 1,500 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

25,095 0 0 0 0

事

業

費

28,412 1,500 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

南保育所跡地整備事業 412111

建設部 都市整備課

子どもが安心して遊べる公園や、高齢化社会に向けた世代間交流が図れる空間として活用するため、南

保育所跡地の再整備を行いました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 1

単位施策名称 3 住環境の向上

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 192 196 201 205 210

実績値 187 188 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 790,331 0 0 0 0

うち、一般財源額 6,452 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 100 - - - -

実績値 - 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 7,595 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,317 0 0 0 0

目標値 100 - - - -

実績値 - 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 1.3 26 51 75 100

実績値 - 0.9 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値 - 2 2 2 2

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 - 1 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 - 13.6 13.6 13.6 56.8

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値 100 - - - -

実績値 - 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 775,824 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,809 0 0 0 0

目標値 80 80 80 100 -

実績値 80 - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 - 0 0 0 0

うち、一般財源額 - 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

計画的な都市整備の推進

施策の方向性

●ゆとりある住まいづくり、安心して暮らせる住まいづくり、快適に暮らせる住まいづくりを実感できる住まいづくりを実現するた

め、住宅施策を推進します。

●公営住宅を適切に配置することにより、住宅困窮者の住みよい環境づくりを進めます。

建設部

1 住宅の用に供する建築物着工件数(改築を含む) 件

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 住環境改善事業

府中町住宅マスタープラン

の策定

％

千円

0

府中町耐震改修促進計画の

策定

％

千円

0

実施計画期間中の事業進捗

率(事業費ベース)

％

千円

02 土砂災害等対策事業 補助件数

件

千円

03 急傾斜地崩壊対策事業

急傾斜地崩壊対策箇所（累

計）

箇所

千円

04 町営住宅整備等に係る移転促進事業 事業進捗率

％

千円

05

（仮称）本町住宅・北部総合福祉施設等整備

事業

事業進捗率(事業費ベース)

％

千円

06 青崎東町営住宅長寿命化改修 事業進捗率(事業費ベース)

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 326 0 0 0 0

うち、一般財源額 326 0 0 0 0

事業費 6,554 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 32 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

住環境改善事業 1 未達成 高 低 事業継続

土砂災害等対策事業 1 - - - -

急傾斜地崩壊対策事業 1 - 高 低 事業継続

町営住宅整備等に係る移転促進事業 1 - - - -

（仮称）本町住宅・北部総合福祉施設等整備事業1 達成 高 低 事業完了

青崎東町営住宅長寿命化改修 1 - - - -

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 住環境改善事業

2 土砂災害等対策事業

3 急傾斜地崩壊対策事業

4 町営住宅整備等に係る移転促進事業

5 （仮称）本町住宅・北部総合福祉施設等整備事業

6 青崎東町営住宅長寿命化改修

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

本成果指標は、不動産市場の動向や社会経済情勢に左右されやすい、民間主体で成立する値です。

　施策指標について、平成２８年度は計画策定時に比べて値が改善しているものの目標値を達成していません。平成２９

年度から開始する住宅施策の各種事業の着実な実施によって、目標値の達成に取り組みます。

　事務事業評価について、平成２８年度は住宅施策の基本方針である住宅マスタープランの策定及び住宅施策の災害分野

事業計画である耐震改修促進計画の策定を主たる事業目標としており、これらの指標は達成しています。

　＜住環境の向上＞に資する施策指標は、「府中町に住み続けたい・住んでみたい」に起因して不動産市場が活発になる

ことを期待した値です。よって、平成２８年度に策定した住宅マスタープランで掲げる「ずっと住まいのオアシス～みん

なに魅力あるあきふちゅうでの暮らし～」の実現に向けて、同プランで定めた取り組みを着実に実施していくものとしま

す。

3

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 住宅一般事務事業 千円

2 町営住宅維持管理事業 千円

千円

3 町営住宅建設基金積立金事業 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

本成果指標は、不動産市場の動向や社会経済情勢に左右されやすい、民間主体で成立する値です。

平成２８年度は、全国的な経済動向として、景気が緩やかな回復基調であったものの、個人消費の伸びが悪く、併せて住宅建設も横ばい状態で推移しており、結果として目標を達成できませんでし

た。

住宅施策の計画に基づき事業展開を継続します。

未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なし、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、要因が事業費の低落札によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

平成２９年度から実施予定

引き続き事業を継続することとします。

平成２９年度実施予定

事業を完了することとします。

平成３１年度実施予定

事業継続

-

事業継続

事業完了

-



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 3 住環境の向上

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

災害から町民の生命と身体を保護することを目的として、災害分野での住宅施策を推進するために府中

町耐震改修促進計画を策定しました。

0

0

0

0

0

平成

住環境改善事業 413101

建設部 建築課

町の住まいづくり及び住環境の向上に向けた今後の施策の指針となる新たな計画として府中町住宅マス

タープランを策定しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

430 430

0 0 0 0 0

事

業

費

7,595 1,048 950 950 950

財

源

内

訳

3,278 430 430

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

4,317 618 520 520 520

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

府中町住宅マスタープランの策

定

％

100 - - - -

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

-

100 0 0 0 0府中町耐震改修促進計画の策定 ％

100 - - -

達成 0 0 0 0

実施計画期間中の事業進捗率(事

業費ベース)

％

1.3 26 51 75 100

0.9 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

本年度は、住宅施策の基本指針である住宅マスタープランの策定及び住宅施策の災害分野事業計画であ

る耐震改修促進計画の策定を主たる事業目標としており、これらの指標は達成しています。

　よって、翌年度以降の主たる事業目標である住宅施策の事業展開に継続して取り組みます。

建築課長　川口　正幸

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が事業費の低落札によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

事務費の予算執行に際して、執行残が生じたため、実績値が低くなりました。

人口定住に向けた事業の精査・充実や、新たな住宅セーフティネット制度の動向を今後も考慮します。

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 3 住環境の向上

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

急傾斜地崩壊対策事業 413103

建設部 都市整備課

関係地権者が土地使用及び受益者負担を了承され、要望書が1件提出されました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

0 7,000 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 5,600 0 0 0

0 1,400 0 0 0

0 0 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

急傾斜地崩壊対策箇所（累計） 箇所

- 1 - - -

- 0 0 0 0

- 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

引き続き事業を継続することとします。

0

当初想定では、平成27年度に関係地権者から要望があり、平成28年度に設計を行う予定でしたが、関係

地権者からの要望が平成28年度にあったため、当該年度の事業費の執行はありませんでした。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 1 計画的な都市整備の推進

単位施策 3 住環境の向上

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

事

業

費

775,824

平成

413105

建設部 建築課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

（仮称）本町住宅・北部総合福祉施設等整備事業

町営住宅、児童センター、集会所を兼ね備えた複合施設「府中北交流センター」を整備し、平成２９年

４月１日に開館しました。

　併せて、当該町営住宅の一部を子育て世帯向け住宅に位置付け、子どもが高校を卒業するまでの期限

を設けることで、子育て世帯が町営住宅へ入居できる機会を継続的に確保できる新しい町営住宅の仕組

みづくりを行いました。

　ＲＣ造５階建て（敷地面積：1,544.16㎡　、　延べ床面積：2,771.87㎡）

0 0 0

0 0

444,100 0 0 0 0

0

財

源

内

訳

287,381 0 0 0 0

0 0 0

42,534 0

1,809 0 0 0 0

-

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

H32年度

0 0

事業進捗率(事業費ベース) ％

100 - - -

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業完了

事業を完了することとします。

0

0

0

0

建築課長　川口　正幸

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業完了



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 2

単位施策名称 1 公共施設の計画的な維持・保全

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 3 5 7 9 10

実績値 1 2 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値 1 2 5 7 7

実績値 - 0 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 111,179 0 0 0 0

うち、一般財源額 48,337 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 3 5 7 9 10

実績値 1 2 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 13,138 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,312 0 0 0 0

目標値 1,490 2,790 4,140 5,090 6,000

実績値 490 1,109 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 82,984 0 0 0 0

うち、一般財源額 40,312 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

社会資本の安定的な供給

施策の方向性

●道路や公共施設の計画的な維持・保全、延命化を図ります。

建設部

1 橋梁長寿命化修繕実施済み橋数 橋

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 予防型改修の施設数（築15年未満の施設を対象） 施設

3

01 橋りょう長寿命化事業 修繕実施橋梁数（累計）

橋

千円

02 道路補修等事業 修繕実施道路延長（累計）

ｍ

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 368 0 0 0 0

うち、一般財源額 268 0 0 0 0

事業費 9,258 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,589 0 0 0 0

事業費 5,431 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,856 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

橋りょう長寿命化事業 1 未達成 高 低 事業継続

道路補修等事業 1 未達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 橋りょう長寿命化事業

2 道路補修等事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

交付金の内示率が非常に低く、特に道路補修等事業に係る道路舗装修繕工事については、今後、交付金は殆ど見込めない

状況であり、交付金対象事業費のみでは公共施設の長寿命化を図る計画的な維持保全は出来ないため、第4次総合計画の

基本目標である「誰もが安心・安全で快適に暮らせるまちづくり」に資するよう一定の財源をもって、効果的且つ、計画

的な公共施設の維持保全を推進していきます。

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 土木総務一般事務事業 千円

2 道路管理事業 千円

千円

3 水路改良等事業 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

社会資本整備総合交付金の内示率が低かったためです。

国に更なる交付金を要望するとともに、優先順位に基づき事業促進を図ります。

優先順位に基づき事業促進を図ります。

国費の予算割れで、計画どおり予算を確保することが困難な状況ですが、長寿命化を図るうえで必要な事業のため、優先順位や財源の見直しを考慮しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、施策を継続す

ることとします。

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 2 社会資本の安定的な供給

単位施策 1 公共施設の計画的な維持・保全

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁定期点検の結果、健全度の低い橋梁から、順次補修するための詳

細設計を行いました。

　平成28年度設計橋梁数…1橋

橋梁を長寿命化するための工事を行いました。

　平成28年度実施橋梁数…1橋

0

0

0

0

平成

橋りょう長寿命化事業 421101

建設部 都市整備課

橋梁の健全度を把握するため、道路法で5年に1回行うことが義務付けられている橋梁の定期点検を行い

ました。

　平成28年度点検橋梁数…18橋

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

15,620 18,480

0 0 0 0 0

事

業

費

13,138 23,684 32,816 28,516 33,716

財

源

内

訳

7,026 12,925 17,985

3,800 9,500 13,200 11,500 7,500

0 0 0 0 0

2,312 1,259 1,631 1,396 7,736

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

修繕実施橋梁数（累計） 橋

3 5 7 9 10

2 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

交付金の更なる充当を国に要望するとともに、限られた財源の中で効率よく修繕できる手法の検討を継

続します。

都市整備課長　岡村　紀行

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

本事業に係る国からの交付金が、想定より交付されず、修繕実施橋梁を減らさざるを得なくなったため

です。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 2 社会資本の安定的な供給

単位施策 1 公共施設の計画的な維持・保全

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

町内の町道・県道の維持補修等業務及び街路樹の維持管理業務を行いました。

　町道の維持補修…123件、県道の維持補修…38件

　※県道に係る維持管理については、広島県からの交付金により実施しました。

府中町道路舗装修繕計画書に基づき、舗装の損傷度が高い道路から、順次舗装の修繕を行いました。

　平成28年度修繕延長…665.3m

0

0

0

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0 0 0

平成

421102

建設部 都市整備課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

0

0

道路補修等事業

事

業

費

82,984 125,259 64,142 64,142

15,551 15,551

26,400 75,600 12,600 12,600 12,600

64,142

財

源

内

訳

7,214 0 11,000 11,000 11,000

9,058 17,551 15,551

0 0

40,312 32,108 24,991 24,991 24,991

修繕実施道路延長（累計） ｍ

1,490 2,790 4,140 5,090 6,000

1,109 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

H32年度

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が国費の予算割れによるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

道路舗装の修繕に係る国からの交付金が、想定より交付されず、修繕延長が短くなったためです。

0

限られた財源の中で効率よく修繕できる手法の検討を継続します。

都市整備課長　岡村　紀行

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性

事業継続



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 3

単位施策名称 1 生活環境の向上

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 90 91 92 93 94

実績値 89.4 93.5 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 516,610 0 0 0 0

うち、一般財源額 261,714 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 89.7 90.5 91.5 92.2 93

実績値 87.0 90.0 0.0 0.0 0.0 0.0

達成状況 達成

事業費 253,621 0 0 0 0

うち、一般財源額 13,425 0 0 0 0

目標値 10 30 50 80 100

実績値 0 6.2 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 14,991 0 0 0 0

うち、一般財源額 291 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

快適・安全な生活環境の確保

施策の方向性

●公共下水道を整備促進し、公共用水域の水質保全と快適な生活環境の向上を図ります。

建設部

1 公共下水道人口普及率 ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 公共下水道整備事業（汚水） 下水道整備率（累計）

％

千円

02 県施行太田川流域下水道事業負担金事業

実施計画期間中の事業進捗

率(事業費ベース)

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 247,998 0 0 0 0

うち、一般財源額 247,998 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

公共下水道整備事業（汚水） 1 達成 高 低 事業継続

県施行太田川流域下水道事業負担金事業 1 未達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 公共下水道整備事業（汚水）

2 県施行太田川流域下水道事業負担金事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

事業名称

1 下水道事業特別会計繰出金（補助）事業 千円

2 千円

千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

下水道処理区域内人口普及率100％を目指し事業促進を図ります。

下水道汚水の安定的な処理のため、事業を継続します。

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

未達成ですが、目標値到達率は６０％を超えていることから、乖離要因に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続する

こととします。

事業継続

事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 3 快適・安全な生活環境の確保

単位施策 1 生活環境の向上

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

私道への公共下水道の排水施設設置制度を活用し、水洗化率の向上を図りました。

0

0

0

0

0

平成

公共下水道整備事業（汚水） 431101

建設部 下水道課

公共下水道の整備を促進するため、砂原第２処理分区、青崎第２処理分区において、延長2,196.1m、面

積5.2haの面的整備を進めました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

94,730 54,000

0 0 0 0 0

事

業

費

253,621 400,168 356,093 371,100 245,621

財

源

内

訳

78,000 91,500 91,000

140,700 278,200 245,700 252,300 161,400

21,496 16,792 11,743 11,639 9,465

13,425 13,676 7,650 12,431 20,756

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

下水道整備率（累計） ％

89.7 90.5 91.5 92.2 93

90.0 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

普及率１００％を目指して事業を継続していく必要があります。

下水道課長　原田　司

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

事業区域内で他事業（水道事業）と整備時期を調整する必要があるため、他事業の進捗により事業目標

に影響がでることがあります。

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 3 快適・安全な生活環境の確保

単位施策 1 生活環境の向上

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

県施行太田川流域下水道事業負担金事業 431102

建設部 下水道課

東部浄化センター等、広島県が施行する太田川流域下水道の整備費に対し、各受益市町の計画下水量の

割合に応じ、負担を行いました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

14,991 32,187 56,173 69,831 67,414

財

源

内

訳

0 0 0

14,700 32,100 56,100 69,700 67,300

0 0 0 0 0

291 87 73 131 114

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

実施計画期間中の事業進捗率(事

業費ベース)

％

10 30 50 80 100

6.2 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

下水道汚水の安定的な処理のため、今後も事業を継続していく必要があります。

下水道課長　原田　司

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、整備は計画どおり実施されていることから、引き続き事業を継続することとします。

0

県への負担金が、当初想定より減額となったことが原因ですが、整備は計画どおり実施されました。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 3

単位施策名称 2 市街地の浸水対策

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 0 0 0 0 0

実績値 0 0 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 410,056 0 0 0 0

うち、一般財源額 393,356 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 - - 100 200 300

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 16,740 0 0 0 0

うち、一般財源額 40 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 公共下水道長寿命化事業

実施計画期間中の管渠改修

延長（累計）

ｍ

千円

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

快適・安全な生活環境の確保

施策の方向性

●市街地を雨水被害から守るため、浸水対策を推進します。

建設部

1 浸水被害対象家屋数 戸

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 393,316 0 0 0 0

うち、一般財源額 393,316 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

公共下水道長寿命化事業 1 - 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 公共下水道長寿命化事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き事業を継続することとします。事業継続

千円

10 千円

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

雨水幹線及びポンプ場のストックマネ－ジメント計画に基づき整備促進を図ります。

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 下水道事業特別会計繰出金（負担）事業 千円

2 千円

事業名称

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 3 快適・安全な生活環境の確保

単位施策 2 市街地の浸水対策

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

実施計画期間中の管渠改修延長

（累計）

ｍ

- - 100 200 300

- 0 0 0 0

- 0 0 0 0

12,999 33,105 29,010

40 11,789 88 8,845 15,779

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

309,000 285,800

0 0 0 0 0

事

業

費

16,740 46,604 311,187 628,150 587,389

財

源

内

訳

8,300 23,300 155,500

8,400 10,900 142,600 277,200 256,800

0 615

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

公共下水道長寿命化事業 432101

建設部 下水道課

雨水幹線ストックマネジメント計画・ポンプ場ストックマネジメント計画（府中ポンプ場）を策定しま

した。今後は、この計画に基づき改築更新のための各種設計・工事を行っていきます。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

今後も浸水家屋が０となるよう事業を進めていく必要があります。

下水道課長　原田　司

今後の方向性 事業継続

引き続き事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 3

単位施策名称 3 上水道の安定供給

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 100 100 100 100 100

実績値 100 100 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 18,259 0 0 0 0

うち、一般財源額 18,259 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

快適・安全な生活環境の確保

施策の方向性

●安全でおいしい水の供給と安定給水が確保されるよう、関係機関と連携した取り組みを行います。

生活環境部

1 上水道の水質基準適合率 ％

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 7,983 0 0 0 0

うち、一般財源額 7,983 0 0 0 0

事業費 10,276 0 0 0 0

うち、一般財源額 10,276 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

千円

10 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 温井ダム施設整備費負担金事業 千円

2 上水道安全対策事業負担金事業 千円

事業名称

関係機関と連携し、引き続き安全でおいしい水の供給と安定供給が確保されるよう努めます。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 4

基本施策 4

単位施策名称 1 道路、普通河川などの適切な財産管理

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 0.5 0.9 1.3 1.7 2.1

実績値 - 0.2 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 8,840 0 0 0 0

うち、一般財源額 8,808 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 0.5 0.9 1.3 1.7 2.1

実績値 - 0.2 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 1,849 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,849 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 地籍調査事業

官民境界先行調査の進捗率

（事業費ベース）

％

千円

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

活力あるまちづくりを支える公共財産の有効活用

施策の方向性

●道路、普通河川などの利用実態等を把握するとともに、適切な財産管理を行い、住民サービスの向上を図ります。

●土地情報の把握に努め、持続的・安定的な土地利用の確保を図ります。

建設部

1 官民境界先行調査の進捗率（事業費ベース） ％

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 97 0 0 0 0

うち、一般財源額 65 0 0 0 0

事業費 6,894 0 0 0 0

うち、一般財源額 6,894 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

地籍調査事業 1 未達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 地籍調査事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

未達成ですが、要因が事業費の低落札によるものであり、予定していた事業は実施できていることから、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、要因が事業費の低落札によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。事業継続

千円

10 千円

今後の方向性

建設部長　梶川　幸正

計画していた備品購入は実施できましたが、予定より安価に購入できたため事業費ベースの進捗率は未達成となりました。

事業計画に基づき事業を実施していきます。

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 財産管理一般事務事業 千円

2 道路管理事業 千円

事業名称

引き続き、事業計画に基づき事業を実施していきます。

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 4 便利で活力と賑わいにあふれるまちづくり

基本施策 4 活力あるまちづくりを支える公共財産の有効活用

単位施策 1 道路、普通河川などの適切な財産管理

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

官民境界先行調査の進捗率（事

業費ベース）

％

0.5 0.9 1.3 1.7 2.1

0.2 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0 0

1,849 828 2,100 2,100 2,100

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

1,400 1,400

0 150 500 500 500

事

業

費

1,849 1,278 4,000 4,000 4,000

財

源

内

訳

0 300 1,400

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

地籍調査事業 441101

建設部 監理課

地籍調査事業を進めて行く準備として、移動書庫等のハード面を整備しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

引き続き、計画に基づき事業を実施していきます。

監理課長　池口　豊記

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が事業費の低落札によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業

を継続することとします。

0

予定通り実施できましたが、備品購入（移動書庫）が安価に納入できたため、進捗率が0.2％となり、

目標値に達しませんでした。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 1

単位施策名称 1 戦略的なまちづくりの推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 12 24 36 48 60

実績値 - 43.7 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 16,707 0 0 0 0

うち、一般財源額 14,703 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 100 100 100 100 100

実績値 - 59.6 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 7,311 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,307 0 0 0 0

目標値 100 - - - -

実績値 - 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 9,396 0 0 0 0

うち、一般財源額 9,396 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

持続可能なまちづくり

総合的なまちづくりの推進

施策の方向性

●長期的なまちづくりの方向性である総合計画に沿ったまちづくりを行うため、目的を明確にし、目標を定め、社会情勢や住民ニー

ズに対応した適切かつ効果的な施策を推進します。

企画財政部

1 全単位施策指標の目標達成率 ％

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 総合計画推進事業

事務事業評価指標の目標達

成率

％

千円

02 公共施設等総合管理計画策定事業

公共施設等総合管理計画の

策定

％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

総合計画推進事業 1 未達成 高 低 事業継続

公共施設等総合管理計画策定事業 1 達成 高 低 事業完了

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 総合計画推進事業

2 公共施設等総合管理計画策定事業 

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

11

12

13

14

15

千円

千円

千円

千円

当該指標の実績値は、平成２７年度現状値を基準とし、第４次総合計画（平成２８年度～平成３７年度）の最終年度であ

る「平成３７年度目標値との増減値」に対する「平成２８年度実績との増減値」の割合を全施策別に算定のうえ、その平

均値により求めています。施策の中には平成２８年度で平成３７年度の目標値を達成したものもあるため、４３.７％と

いう高い到達率となっています。また、施策指標ごとに見ると、４２施策で設定した５４指標のうち、３２指標で平成２

８年度の目標を達成しています。

今後の取組の推進にあたっては、引き続き各施策の進行管理を行い、評価結果に基づく取組の改善を図っていきます。

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

千円

事業名称

1 千円

2 千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

千円

10 千円

今後の方向性

企画財政部長　高石　寛智

今後の目標達成が困難と考えられる事業については、見直しを実施します。

未達成の事務事業に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っています。目標が未達成の事務事業については、乖離要因を念頭に、対応方針に沿っ

た見直しを実施することとします。

事業を完了することとします。

事業継続

事業完了



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 1 総合的なまちづくりの推進

単位施策 1 戦略的なまちづくりの推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

第4次総合計画に掲げる施策の適切かつ効果的な推進を図るため、あらかじめ設定した目標指標の達成

度を評価する仕組作りを行いました。

0

0

0

0

0

平成

総合計画推進事業 511101

企画財政部 企画課

「暮らしたいまち」として選ばれるまちを目指して、プロモーション動画、ポスター、リーフレットを

作成し、町内外へ魅力を発信しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

7,311 3,833 1,596 4,248 17,728

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

2,004 2 0 0 0

5,307 3,831 1,596 4,248 17,728

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

事務事業評価指標の目標達成率 ％

100 100 100 100 100

59.6 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

未達成の事業については、その要因・評価を踏まえつつ、今後の目標達成が困難と考えられる事業につ

いては、見直しを実施します。

企画課長　増田　康洋

今後の方向性 事業継続

未達成であるうえ、目標値到達率は６０％を下回っています。目標が未達成の事務事業については、乖離

要因を念頭に、対応方針に沿った見直しを実施することとします。

0

繰越したり国費の配分が少なくやむを得ず未達成となった事業や、予定どおり事業を執行したにも関わ

らず今一歩目標に届かなかった事業など、数々の要因が考えられます。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 1 総合的なまちづくりの推進

単位施策 1 戦略的なまちづくりの推進

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

公共施設等総合管理計画の策定 ％

100 - - - -

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

9,396 0 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

9,396 0 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

公共施設等総合管理計画策定事業 511102

企画財政部 企画課

公共施設等の老朽化や人口減少・少子高齢化の進行といった時代の変化に対応し、将来にわたって必要

な公共サービスを持続的に提供していくため、公共施設等の総合的かつ計画的な管理を行うための基本

的な方針を示す「府中町公共施設等総合管理計画」を策定しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業完了

0

企画課長　増田　康洋

今後の方向性 事業完了

事業を完了することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 1

単位施策名称 2 自治の体制強化

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 15 15 15 15 15

実績値 - 22 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 1,932 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,893 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 1 3 5 7 9

実績値 - 1 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 49 0 0 0 0

うち、一般財源額 49 0 0 0 0

目標値 - 完了 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 921 0 0 0 0

うち、一般財源額 921 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01 自治制度調査事業 情報発信回数(累計)

回

千円

02 町制施行８０周年記念事業 ８０周年記念行事

％

千円

1 他自治体と新たに取り組む連携事務延べ数 件

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

持続可能なまちづくり

総合的なまちづくりの推進

施策の方向性

●独自色あるまちづくりを推進し、まちの活性化とブランド力の向上による更なるまちの発展を促すため、自治制度に関する調査・

研究を行い、持続的な発展と活性化を目指します。

広域的な視点に立った行政サービスの効率的な運営並びに質の向上を図るため、広島広域都市圏域内自治体等との連携を推進しま

す。

企画財政部



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 962 0 0 0 0

うち、一般財源額 923 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

自治制度調査事業 1 達成 高 低 事業継続

町制施行８０周年記念事業 1 - 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 自治制度調査事業

2 町制施行８０周年記念事業

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き事業を継続することとします。

事業継続

事業継続

千円

10 千円

今後の方向性

企画財政部長　高石　寛智

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 企画一般事務事業 千円

2 千円

事業名称

千円

2

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

11

12

13

14

15

千円

千円

千円

千円



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 1 総合的なまちづくりの推進

単位施策 2 自治の体制強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

0 0

情報発信回数(累計) 回

1 3 5 7 9

1 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

49 51 2,773 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

49 51 2,773 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

自治制度調査事業 512101

企画財政部 企画課

行政サービスの効率的な運営並びに質の向上を図るため、連携中枢都市圏制度を活用した広島広域都市

圏内自治体との連携（構成市町間での意見交換等を行う協議会への出席（２回）、イベント情報紙への

情報掲載等）を行いました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

企画課長　増田　康洋

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 1 総合的なまちづくりの推進

単位施策 2 自治の体制強化

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

町制施行８０周年記念事業 512102

企画財政部 企画課

平成２９年４月１日開催の町制施行８０周年記念式典に向けて、来賓者への招待状送付、記念品等の準

備を行いました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

921 1,103 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

921 1,103 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

８０周年記念行事 ％

- 完了 - - -

- 0 0 0 0

- 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

企画課長　増田　康洋

今後の方向性 事業継続

引き続き事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 1

単位施策名称 3 平和行政の展開 所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 152 154 156 158 160

実績値 150 152 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 39 0 0 0 0

うち、一般財源額 10 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

持続可能なまちづくり

総合的なまちづくりの推進

施策の方向性

●慰霊式典や被爆体験記などを通じて、次世代へ被爆の実相を継承します。

●非核宣言自治体等と連携し、平和に対する住民意識の高揚を図ります。

総務部

1 平和祈念式(町主催)への参加者数 人

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)
番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 39 0 0 0 0

うち、一般財源額 10 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針
評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望
成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

 

　成果を押し上げる事業を現組織の中から集約し、平和行政と呼べるものの体系化が必要です。

　（総務課の現事業だけでなく、社会教育・学校教育・福祉部門など平和へつながる事業の集約）

　現在、原爆の日を中心に事業を展開していますが、平和行政はグローバルなもので、原爆だけがテーマでなく、新しい

事業概念の構築が必要です。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

　慰霊式典に参加する被爆体験者やその家族が少なくなる中、目標値の達成が難しくなると思慮されます。

事業名称

1 総務一般事務事業 千円

2 千円

千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

総務部長　坂本　雅司

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 2

単位施策名称 1 行政改革の推進

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 100 100 100 100 100

実績値 66 策定なし 0 0 0 0

達成状況 未達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01

千円

02

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

持続可能なまちづくり

自治を支える安定した行財政運営

施策の方向性

●住民ニーズや社会経済情勢の変化に即応した効果的・効率的な行政運営を行うため、抜本行財政改革を推進します。

総務部

1 行政改革プラン目標達成率（第５次府中町行政改革大綱） ％

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

平成３０年度から取り組めるように、第５次行政改革大綱及び行政改革プランの策定を計画的に進めることとします。

千円

10 千円

今後の方向性

総務部長　坂本　雅司

平成27年度までの第4次行政改革大綱の検証を行い、平成28年度は第5次行政改革大綱を策定し、これに基づいて平成28年度行政改革プランを作成する予定としていました。

しかしながら、平成27年度の検証に時間を要し、第5次大綱の策定ができませんでした。これにより、平成28年度の達成率は０％となりました。

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 千円

2 千円

事業名称

　

平成28年度、29年度は行政改革プランを策定せず、平成27年度の第4次行政改革プランを引き続き実行することとしま

す。

平成29年12月末までに第5次行政改革大綱を策定し、平成30年度から始まる行政改革プランは平成30年2月までに策定しま

す。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

第5次行政改革大綱と行動計画の行政改革プランの策定が急務です。



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 2

単位施策名称 2 広報広聴の充実

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 11 13 15 17 20

実績値 9 12 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 8,750 0 0 0 0

うち、一般財源額 7,701 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 1,400,000 1,550,000 1,700,000 1,850,000 2,000,000

実績値 1,315,693 1,535,076 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 8,750 0 0 0 0

うち、一般財源額 7,701 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

持続可能なまちづくり

自治を支える安定した行財政運営

施策の方向性

●広報ふちゅうを中心としつつ、町ホームページ、パンフレット、マスコミ、コミュニティ型Ｗｅｂサイトなど、様々な媒体を活用

して、行政や地域情報に関する情報を積極的に発信します。

●意見募集制度や町ホームページを活用した意見聴取などを通じて、広聴活動の充実を図ります。

総務部

1 報道機関を通じた行政情報の発信件数 件

4

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

01 広報広聴事業 ホームページ閲覧件数

件

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

広報広聴事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 広報広聴事業

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

　

　ホームページのリニューアルや広報のカラー化など見易さわかりやすさを追求します。

　また、スマホ対応のアプリなど媒体の多様化を検討します。

1

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

 広報媒体の見易さの追求及び、スマホ世代への対応が必要です。

事業名称

1 千円

2 千円

千円

3 千円

4 千円

9

5 千円

6 千円

7 千円

8

千円

10 千円

今後の方向性

総務部長　坂本　雅司

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。事業継続



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 2 自治を支える安定した行財政運営

単位施策 2 広報広聴の充実

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

公式ホームページをリニューアルして、わかりやすく検索しやすいホームページを構築しました。

0

0

0

0

0

平成

広報広聴事業 522101

総務部 総務課

広報ふちゅうを毎月発行して、行政や地域に関する情報を積極的に発信しました。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

11 11

0 0 0 0 0

事

業

費

8,750 9,805 11,898 12,294 11,898

財

源

内

訳

0 11 11

0 0 0 0 0

1,049 1,676 1,977 1,977 1,977

7,701 8,118 9,910 10,306 9,910

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

ホームページ閲覧件数 件

1,400,000 1,550,000 1,700,000 1,850,000 2,000,000

1,535,076

0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

総務課長　大塚　圭子

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 2

単位施策名称 3 財政基盤の安定化

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 11.5 9.7 10.5 12.9 12.5

実績値 10.4 17.4 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値 97.4 97.5 97.5 97.6 97.6

実績値 97.4 98.4 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 2,923,414 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,921,026 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

01

千円

02

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 町税の収納率:現年分+滞納繰越分 ％

3

持続可能なまちづくり

自治を支える安定した行財政運営

施策の方向性

●町税など収入の安定確保と時代に即した歳出の見直しにより、安定的な財政基盤を構築します。

●町税に対する住民の理解と納税意識を啓発するための広報を積極的に推進します。

企画財政部

1 「財政調整積立基金現在高」 億円

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 10,638 0 0 0 0

うち、一般財源額 10,614 0 0 0 0

事業費 214,903 0 0 0 0

うち、一般財源額 214,696 0 0 0 0

事業費 809 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 19,941 0 0 0 0

うち、一般財源額 18,047 0 0 0 0

事業費 77 0 0 0 0

うち、一般財源額 77 0 0 0 0

事業費 45,862 0 0 0 0

うち、一般財源額 35,401 0 0 0 0

事業費 8,265 0 0 0 0

うち、一般財源額 4,959 0 0 0 0

事業費 2,442,137 0 0 0 0

うち、一般財源額 1,456,676 0 0 0 0

事業費 180,782 0 0 0 0

うち、一般財源額 180,556 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

千円

10 千円

今後の方向性

企画財政部長　高石　寛智

9 長期借入金利子償還金事業

5 税務総務一般事務事業 千円

6 町税賦課事業 千円

7 町税収納事業 千円

8 長期借入金元金償還金事業 千円

3 まちづくり振興基金積立金事業 千円

4 過誤納還付金事業 千円

1 財政管理事業 千円

2 財政調整積立基金積立金事業 千円

事業名称

「財政調整積立基金現在高」に関し、目標値は達成（17.4億円）したものの、平成29年度6月補正後の予算上の取崩し額

は5.8億円を計上しており、引き続き当該基金の確保を目指した財政運営を行う必要があります。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 3

単位施策名称 1 多様な行政サービスの提供

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 35,100 35,200 35,300 35,400 35,500

実績値 35,000 36,814 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値 17,200 17,300 17,400 17,500 17,600

実績値 17,100 25,900 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 321,110 0 0 0 0

うち、一般財源額 265,245 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値 2 10 15 20 25

実績値 - 0 0 0 0 0

達成状況 未達成

事業費 0 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

目標値 17,200 17,300 17,400 17,500 17,600

実績値 17,100 25,900 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 7,580 0 0 0 0

うち、一般財源額 7,033 0 0 0 0

目標値 100 - - - -

実績値 - 100 0 0 0 0

達成状況 達成

事業費 476 0 0 0 0

うち、一般財源額 476 0 0 0 0

目標値 - 100 - - -

実績値 - - 0 0 0 0

達成状況 -

事業費 -

うち、一般財源額 -

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

03 庁舎改修等事業 自動ドア改修工事

％

千円

0 エレベータ耐震対策

％

千円

01 証明書等コンビニ交付事業 証明書コンビニ交付割合

％

千円

02 情報プラザ運営事業 情報プラザ来館者数

人

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2 ふちゅう情報プラザつばき館の利用者数 人

3

持続可能なまちづくり

住民に便利な行政サービスの提供

施策の方向性

●情報セキュリティに留意しながら、住民が便利で利用しやすい窓口の業務の充実を図ります。

●南交流センター、つばき館では、地域に身近なサービス提供の場として、利用しやすい窓口と行政情報の提供を図ります。

●場所や時間を選ばないＩＣＴの特性を活用した各種情報や住民サービスを提供し、利便性の向上を図ります。

●業務システム等を安定的に運用するとともに、ＩＣＴ資産の最適化を進め、行政事務の一層の効率化を図ります。

生活環境部

1 府中南交流センターの利用者数 人

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 39,917 0 0 0 0

うち、一般財源額 39,444 0 0 0 0

事業費 10,808 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 54,477 0 0 0 0

うち、一般財源額 54,477 0 0 0 0

事業費 155,433 0 0 0 0

うち、一般財源額 137,068 0 0 0 0

事業費 6,452 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,423 0 0 0 0

事業費 5,476 0 0 0 0

うち、一般財源額 5,476 0 0 0 0

事業費 16,655 0 0 0 0

うち、一般財源額 316 0 0 0 0

事業費 19,889 0 0 0 0

うち、一般財源額 12,368 0 0 0 0

事業費 620 0 0 0 0

うち、一般財源額 0 0 0 0 0

事業費 3,327 0 0 0 0

うち、一般財源額 3,164 0 0 0 0

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

証明書等コンビニ交付事業 1 未達成 高 低 事業継続

情報プラザ運営事業 1 達成 高 低 事業継続

庁舎改修等事業 1 達成 高 低 事業継続

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1 証明書等コンビニ交付事業

2 情報プラザ運営事業

3 庁舎改修等事業

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業継続

事業継続

千円

10 情報プラザ運営事業 千円

今後の方向性

生活環境部長　戸田　秀生

平成２９年９月から実施できるよう準備を進めます。

9 旅券事務事業

5 南交流センター管理運営事業 千円

6 南交流センター維持管理事業 千円

7 住民基本台帳等事務事業 千円

8 戸籍事務事業 千円

3 情報管理事業 千円

4 総合行政情報システム構築事業 千円

1 庁舎維持管理事業 千円

2 収入印紙購入事業 千円

事業名称

3

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 3 住民に便利な行政サービスの提供

単位施策 1 多様な行政サービスの提供

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

平成

証明書等コンビニ交付事業 531101

生活環境部 住民課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

0 21,275 9,976 9,976 9,976

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

0 266 685 914 1,143

0 21,009 9,291 9,062 8,833

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

証明書コンビニ交付割合 ％

2 10 15 20 25

0 0 0 0 0

未達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

住民票や戸籍などの証明書のコンビニ交付開始のため、システム構築を行いました。

当初は、平成２９年１月の運用開始を予定していましたが、途中、戸籍電算システムのシステムベンダ

－の変更に伴い追加作業が生じたことから、システム構築に９か月間の工期延長が必要となり、コンビ

ニ交付の開始を平成２９年９月１日に繰り延べました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

平成29年9月1日のコンビニ交付開始に向け、システム構築の作業工程は順調に推移していますが、テス

ト期間（1か月）を充分確保するためにも工程管理を徹底します。

住民課長　三上　富雄

今後の方向性 事業継続

未達成ですが、要因が事業の繰越等によるものであることから、引き続き目標値の達成を目指し、事業を

継続することとします。

0

コンビニ交付で必要となる戸籍システムの準備に時間を要し、平成２８年度中のサービス開始を見送っ

たため。

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 3 住民に便利な行政サービスの提供

単位施策 1 多様な行政サービスの提供

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0

0

0

0

0

0

平成

情報プラザ運営事業 531102

生活環境部 住民課

年末年始を除き常時開館（10：00～20：00）し、利用者へ地域行政情報の提供、証明交付、税金収納等

のサ－ビスを行いました。

（平成28年度実績　各種証明発行件数6,251件、町税等収納件数と収納額　5,850件　146,847千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

7,580 8,902 7,593 7,593 7,593

財

源

内

訳

0 0 0

0 0 0 0 0

547 566 485 456 428

7,033 8,336 7,108 7,137 7,165

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

情報プラザ来館者数 人

17,200 17,300 17,400 17,500 17,600

25,900 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

住民課長　三上　富雄

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



28 年度 事務事業評価シート ( 評価 )

１．基本情報

事務事業の名称 事業番号

所属

政策体系

基本目標 5 持続可能なまちづくり

基本施策 3 住民に便利な行政サービスの提供

単位施策 1 多様な行政サービスの提供

２．事務事業の概要・活動実績

事業概要及び活動実績

1

2

3

4

5

6

7

３．コスト情報

(単位:千円)

区分

事業費合計

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

４．事業目標（事業指標）

区分

1 目標値

実績

達成状況

2 目標値

実績

達成状況

3 目標値

実績

達成状況

4 目標値

実績

達成状況

0 0

0 0

-

- 0 0 0 0エレベータ耐震対策 ％

- 100 - -

- 0 0 0 0

自動ドア改修工事 ％

100 - - - -

100 0 0 0 0

達成 0 0 0 0

0 0 0

476 8,836 0 0 0

指標名称 単位 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

0 0

0 0 0 0 0

事

業

費

476 20,136 0 0 0

財

源

内

訳

0 0 0

0 11,300 0 0 0

0 0

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

（決算） （予算） （実施計画） （実施計画） （実施計画）

0

0

0

0

0

0

平成

庁舎改修等事業 531103

総務部 総務課

来庁者の安全を確保するため、府中町役場本庁１階の自動ドアを改修しました。



５．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

新たに発生した課題・環境変化

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

事業評価（今後の方向性）を踏まえた対応方針

作成担当課長

６．今後の展望

方向性を踏まえた今後の展望

事業継続

0

総務課長　大塚　圭子

今後の方向性 事業継続

引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

0

0

0

評

価

事業効果 高 事業改善 低

今後の

方向性



平成 28 年度 施策評価シート

基本目標 5

基本施策 4

単位施策名称 1 職員の総合的な能力開発

所管部

１．施策指標

番号

目標指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 中期目標(H32)

目標値 149 157 165 173 180

実績値 141 184 0 0 0 0

達成状況 達成 0 0 0 0

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

目標値

実績値

達成状況

総事業費 3,107 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,663 0 0 0 0

増減率(対前年度、総事業費)

増減率(対前年度、一般財源額)

２．施策の成果を押し上げる事業(事務事業)

番号

事業名称 事務事業評価指標 単位 区分

計画策定時

の状況

H28 H29 H30 H31 目標(H32)

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

目標値

実績値

達成状況

事業費

うち、一般財源額

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

施策の推進に要した総事業費

千円

％

2

3

持続可能なまちづくり

自治を支える人材育成

施策の方向性

●職員が自ら考え、住民に対して説明責任を持って、行政サービスを提供できるよう、職員の人材育成を推進します。

●人事制度の見直し・充実を図るとともに、職員の適正配置を推進します。

●長時間労働の抑制や育児休暇等の取得促進に努めるなど、職員の仕事と家庭生活の調和を推進します。

総務部

1 職員の研修参加者の延べ人数 人

4



３．施策の成果を維持する事業(財政計画)

番号

単位 区分 H28 H29 H30 H31 H32

事業費 3,107 0 0 0 0

うち、一般財源額 2,663 0 0 0 0

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

事業費

うち、一般財源額

４．評価と対応方針

評価分析

前年度評価を踏まえた見直し状況

目標と実績の乖離要因

施策の成果を押し上げる事業（事務事業）の分析

事業名称

指標

達成状況

事業効果 事業改善 今後の方向性 方向性を踏まえた取り組み方針

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

目標と実績の乖離や新たに発生した課題を踏まえた対応方針

（高）

　　効果を維持し、かつより効率的な

　　実施の検討を要する事業数

（低）

（低） （高）

作成担当部長

５．今後の展望

成果を押し上げる事業（事務事業）の今後の展望

事業名称 方向性を踏まえた今後の展望

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

課題等を踏まえた対応方針及び今後の事業の展望を踏まえた施策の方向性

引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。

千円

10 千円

今後の方向性

総務部長　坂本　雅司

9

5 千円

6 千円

7 千円

8 千円

3 千円

4 千円

1 人事研修事業 千円

2 千円

事業名称

　町独自の研修内容の検討をおこない、職員の自学やグループ学習などの取り組みを支援する仕組みを構築します。

0

事業効果

新たに発生した課題・環境変化

　●成果を押し上げる事業(事務事業）の概況

（効果を高める検討を要する事業数）

事

業

改

善

0 0

（抜本的な見直しを要する事業数） （施策推進に必須な事業数）

0

 職員のさらなるスキルアップが必要です。


